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医
療
改
革
の
名
の
も

と
に
、
次
々
と
患
者
負

担
が
重
く
な
り
、
こ
の

四
月
か
ら
は
社
会
保
険

の
被
保
険
者
本
人
の
外

来
・
入
院
及
び
家
族
の

入
院
の
自
己
負
担
三
割
が
実
施
さ
れ

る
か
、
凍
結
さ
れ
る
か
の
せ
め
ぎ
合

い
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
凍
結
を

求
め
て
、
国
民
・
医
療
関
係
者
ら
は

必
死
に
抵
抗
し
、
な
ん
と
か
食
い
止

め
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
微
妙
な
情
勢
で
あ
る
。

も
し
、
強
行
に
実
施
す
る
と
な
れ

ば
、
こ
れ
は
法
案
の
成
立
の
時
か
ら

衆
参
両
院
と
も
強
行
採
決
を
行
い
、

そ
の
後
も
実
施
凍
結
を
目
指
し
て
活

動
を
展
開
し
た
医
療
関
係
各
団
体
、

実
施
凍
結
法
案
を
提
出
し
た
野
党
、

与
党
内
一
部
の
声
、
そ
し
て
何
よ
り

も
国
民
の
世
論
を
圧
殺
す
る
形
で
施

行
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
何
度
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
昨
年
の
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
と
老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ

る
自
己
負
担
増
及
び
そ
れ
に
伴
う
受

診
抑
制
で
医
療
保
険
の
収
支
は
改
善

し
て
お
り
、
現
に
政
府
管
掌
保
険
の

医
療
機
関
へ
の
支
払
い
は
前
年
比
で

四
％
減
と
い
う
数
字
ま
で
出
て
い

る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
掛
け
値
な
し
の
医

療
費
の
抑
制
と
考
え
て
も
よ
い
も
の

で
、
こ
れ
以
上
の
患
者
負
担
増
は
と

て
も
容
認
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
上
、
保
険
料
ま
で
も
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
以
上

の
受
診
抑
制
は
国
民
の
健
康
を
さ
ら

に
危
険
に
さ
ら
す
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

さ
ら
に
時
期
を
同
じ
く
し
て
石
川

県
か
ら
も
県
単
独
事
業
と
し
て
の
六

十
九
歳
の
医
療
費
助
成
制
度
を
廃
止

す
る
見
通
し
が
示
さ
れ
て
お
り
、

次
々
と
医
療
費
の
負
担
増
が
現
実
の

も
の
と
な
り
、
家
計
を
圧
迫
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
可
処
分
所
得
が
減

り
、
医
療
費
の
負
担
が
多
く
な
る
と

い
う
家
計
簿
に
直
接
現
れ
る
数
字
上

の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
社
会

保
障
の
後
退
を
実
感
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
民
の
生
活
不
安
を
助
長
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
問
題

で
あ
る
。

将
来
に
対
し
て
不
安
の
あ
る
人
が

積
極
的
に
消
費
を
行
う
は
ず
も
な
い

こ
と
は
、
経
済
の
素
人
に
も
自
明
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
負
担
増

は
、
景
気
回
復
の
足
を
も
さ
ら
に
引

っ
張
る
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。
今

こ
そ
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
国
民
に

安
心
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
こ
そ
が

急
務
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
健
保
三
割
負

担
を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
、
今
後

も
老
人
医
療
費
負
担
の
軽
減
、
医
療

保
険
の
給
付
率
の
改
善
を
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ま
か
り
間
違
っ
て
も

こ
れ
以
上
の
福
祉
政
策
の
後
退
を
起

こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
厳
し
く
監
視
し

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〝
健
保
三
割
負
担
〞
が
微
妙

　

何
と
し
て
も
歯
止
め
を

シ
ェ
フ
の
目
が
十
分
行
き
届
く 

小
振
り
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
に 

北
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
北
谷
　
秀
樹（
高
松
町
／
内
・
児
・
外
科
） 
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テ
ー
マ 

テ
ー
マ 

脱
専
門
医
　

〜
開
業
医
四
年
生
の
現
実
と
夢
〜 

開
業
医
と
し
て
の
出
発
は
、

海
路
の
な
い
海
へ
漕
ぎ
出
す
船

出
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ

と
に
小
児
外
科
と
い
う
極
め
て

特
殊
な
領
域
を
専
攻
し
て
い
た

も
の
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
無

謀
な
船
出
で
あ
っ
た
。
自
分
の

持
つ
レ
ー
ダ
ー
に
比
べ
て
、
海

は
あ
ま
り
に
も
広
い
か
ら
で
あ

る
。
開
業
し
て
四
年
が
経
過
し

た
が
、
こ
の
間
、
抱
い
て
き
た

ポ
リ
シ
ー
と
現
実
、
そ
し
て
若

干
の
夢
を
語
る
。

一
　
脱
専
門
医
の
は
じ
ま
り

自
分
が
開
業
医
と
し
て
ど
の

よ
う
な
診
療
を
行
う
か
は
難
問

で
あ
っ
た
。
二
十
三
年
間
に
及

ん
だ
勤
務
医
時
代
に
行
っ
て
き

た
こ
と
は
偏
に
小
児
外
科
で
あ

り
、
そ
れ
に
関
連
し
て
力
を
注

い
だ
小
児
内
視
鏡
や
肝
臓
移
植

（
豪
州
の
セ
ン
タ
ー
に
て
）
に
し

て
も
、
い
ざ
日
常
診
療
と
い
う

段
に
な
る
と
直
接
の
糧
に
は
な

り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
開
業
医
と
し
て
出
発

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
分
の

未
知
の
分
野
に
挑
戦
す
る
こ
と

と
し
、
専
門
性
を
排
除
す
る
こ

と
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
の

病
は
医
療
を
行
う
側
の
都
合
に

合
わ
せ
て
生
じ
る
わ
け
で
は
な

く
、
人
の
悩
み
に
に
合
わ
せ
て

医
療
を
構
築
す
べ
き
だ
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

二
　
開
業
医
と
し
て
の
現
実

診
療
は
外
科
系
・
内
科
系
入

り
乱
れ
、
小
児
・
成
人
・
高
齢

者
は
ほ
ぼ
均
等
に
接
す
る
機
会

が
あ
る
。
例
え
ば
、
時
間
帯
は

分
け
て
あ
る
が
、
乳
児
検
診
が

あ
る
か
と
思
え
ば
、
老
人
健
診

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
具
合
で

あ
る
。

消
化
器
内
視
鏡
検
査
で
は
胃

癌
、
大
腸
癌
の
診
断
の
責
も
担

っ
て
い
る
が
、
小
児
内
視
鏡
で

の
経
験
が
役
立
っ
て
い
る
。
勤

務
医
時
代
以
来
の
い
く
つ
か
の

特
殊
な
疾
患
の
患
者
さ
ん
（
二

分
脊
椎
症
、
排
便
障
害
疾
患
、

肝
臓
移
植
後
、
等
）
は
日
常
に

花
を
添
え
て
く
れ
て
い
る
。

三
　
内
へ
の
刺
激
か
ら
発
信
へ

自
分
自
身
と
ス
タ
ッ
フ
の
鮮

度
を
保
つ
こ
と
は
、
診
療
の
活

力
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
こ
と

を
実
行
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
毎
日
の
朝
礼

で
行
う
三
分
間
ス
ピ
ー
チ
と
毎

月
の
勉
強
会
で
あ
る
。
三
分
間

ス
ピ
ー
チ
は
時
の
話
題
を
知
る

と
と
も
に
、
時
間
内
に
過
不
足

無
く
話
す
訓
練
と
な
っ
て
い

る
。
毎
月
の
勉
強
会
は
職
分
に

応
じ
た
自
由
な
テ
ー
マ
で
三
十

〜
四
十
分
程
度
で
行
う
レ
ク
チ

ャ
ー
で
あ
る
が
、
全
職
員
が
順

に
行
っ
て
い
る
。
毎
日
の
業
務

と
生
活
の
合
間
に
、
何
か
を
ま

と
め
発
表
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

必
要
と
す
る
こ
と
で
る
が
、
こ

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
保
つ

こ
と
自
体
価
値
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

も
う
一
つ
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
主

催
の
講
演
会
で
あ
る
。こ
れ
は
、

開
院
三
周
年
を
期
に
始
め
た
行

事
で
あ
る
。
地
域
に
発
信
し
貢

献
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
は
あ

る
が
、
職
員
自
ら
が
会
を
運
営

す
る
体
験
は
、
職
員
自
ら
の
自

信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
の
講

演
会
の
概
要
は
以
下
の
ご
と
く

で
あ
る
。

●
二
〇
〇
一
年

テ
ー
マ
　
『
痴
呆
介
護
の
ウ

ソ
と
ホ
ン
ト
』

講
師
　
き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
病
院
院
長
　
佐
々
木
健
氏

司
会
　
広
島
国
際
大
学
学
長

梶
本
照
穂
氏

●
二
〇
〇
二
年

テ
ー
マ
　
『
い
の
ち
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
か
ら
こ
こ
ろ
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
へ
』

司
会
　
石
川
県
立
看
護
大
学

学
長
　
金
川
克
子
氏

講
演
一
　
「
贈
ら
れ
た
い
の

ち
と
竹
人
形
」
〜
肝
臓
移
植
を

乗
り
越
え
て
〜

講
師
　
越
前
竹
人
形
作
家

師
田
黎
明
氏

講
演
二
　
「
次
世
代
に
伝
え

た
い
こ
と
」
〜
腎
臓
移
植
の
経

験
か
ら
〜

講
師
　
金
沢
医
科
大
学
名
誉

教
授
　
津
川
龍
三
氏
（
金
沢
市

教
育
委
員
長
）

四
　
医
療
と
I
T
化
!?

二
〇
〇
三
年
一
月
一
日
を
期

し
て
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し

た
。施
行
後
二
カ
月
で
あ
る
が
、

診
療
に
は
い
く
つ
か
の
変
化
が

現
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
院

内
の
情
報
の
共
有
化
で
あ
る
。

カ
ル
テ
の
記
載
内
容
を
職
員
が

確
認
で
き
（
手
書
き
の
時
は
悪

筆
故
、
解
読
困
難
）
診
療
内
容

を
理
解
・
共
有
す
る
の
に
役
立

つ
し
、
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が
収

集
し
た
自
分
の
目
の
届
か
な
い

所
の
情
報
も
得
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
さ
ら
に
情
報
の
蓄
積

は
、
今
後
速
や
か
に
衰
え
ゆ
く

で
あ
ろ
う
自
分
の
記
憶
力
を
補

完
し
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
落
と
し
穴
が
あ
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
モ
ニ
タ
ー
と

ば
か
り
会
話
し
て
、
患
者
さ
ん

を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
厳
に
戒
め
た
い
。

開
院
以
来
、
自
分
の
診
療
所

の
イ
メ
ー
ジ
を
『
シ
ェ
フ
の
目

が
十
分
行
き
届
く
、
小
振
り
の

レ
ス
ト
ラ
ン
』
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
五
年
後
、
十
年

後
を
振
り
返
っ
て
、
こ
れ
を
確

か
め
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
。

チャリティーコンサート 

日時：2003年4月6日（日）・午後3時より 
会場：金沢市アートホール（金沢市本町2‐15‐1） 
　　   ポルテ金沢6F

《テノール》　北山　吉明（会員） 

《ピ ア ノ》　中田　佳珠 

《横     笛》　北山　昌平 

木戸銭・1,500円 
後援：金沢百万石ロータリークラブ・北國新聞・北陸放送・開進堂楽器 

《会員文化企画のご案内》 

開業4年目の現実と夢について講演する北谷秀樹会員



2003年3月15日（毎月15日発行）（4）第371号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

１．保険者 社会保険

２．年　齢 60歳（男性）

３．診療月 平成14年8月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成15年1月

５．病名・診療開始月

（1）糖尿病性網膜症、糖尿病、

高血圧症、高脂血症 平成11年３月１日

（2）糖尿病性腎症、糖尿病性末梢神経障害、

肝障害 平成11年３月１日

― 以下略 ―

６．該当月の診療実日数　　　　31日

＜主治医の意見＞
療養型病床群に入院している患者さんで、人工透析を必要とされていま

すが、当院では人工透析が出来ないので、又特定入院料に含まれない診療

のため、専門的な他医療機関で行ったところ、特定入院料の15％しか算定

できないと支払基金から言ってきました。

今回の改正で「他医療機関で特定入院料等に含まれる診療が行われた場

合、患者が入院している医療機関は特定入院料等を基本点数の15％で算定

することとされた」とありますが、人工透析のために他科へ対診すること

は特定入院料も減額になるのでしょうか。以前に減額にならないとお聞き

しましたが。

＜保険医協会からのコメント＞
第186例は、特定入院料を算定している医療機関に入院中の患者が、入

院基本料等に含まれない診療行為である、血液透析のため他医療機関を受

診した日の特定入院料の基本点数が85％カットされたという事例です。

入院中の患者の他医療機関への受診については、平成14年３月８日保医

発0308001, 0308002により原則転医または対診であるが特定入院料を算定

する（本件が該当する）患者に対し眼科等の専門的な診療が必要となった

場合、当該他医療機関において当該診療にかかる費用を算定できる。他医

療機関で当該診療が行われた日は、特定入院料等を算定する医療機関は、

特定入院料の15％の点数を算定する。というように、明文化されました。

ただし、この取り扱いには、以下に示す制約があります。

（ア）自院では標榜していない診療科での専門的診療である。

（イ）診療に必要な診療情報を文書で他医療機関に提供している。

（ウ）他医療機関で行われる診療に以下の診療行為のいずれかが含まれ

ている（初・再診料、短期滞在手術基本料１、検査、画像診断、

精神科専門療法、処置、手術、麻酔、放射線治療）。

（エ）他医療機関で行われる診療に当該患者が算定する入院基本料・特

定入院料に包括される診療行為が含まれている。

ここまでのことを予備知識として本件レセプトを検討しますと、療養病

棟入院基本料４を算定していることのみが記載されており、当該患者が、

他医療機関を受診したことは判別できません。過誤調整の連絡が診療報酬

請求の５ヵ月後であることから、保険者でのレセプトの突合により、当該

患者が入院中に他医療機関を受診したことが判明し、入院基本料の15％へ

の過誤調整が行われたものと思われます。おそらく、他医療機関のレセプ

トには、依頼した血液透析の他に、再診料及び、入院基本料等に包括され

る診療行為（保険診療の手引き667ページ参照）が算定さていたと推察さ

れます。もしそうであるなら、提出された他医療機関のレセプトを理由に

上記（ア）～（エ）が満たされていると解釈され、特定入院料の85％カッ

トがなされたと判断できます。

今回は、平成14年４月から明文化された入院中の患者の他医療機関受診

の取り扱いについて検討しました。本件で問題となった血液透析は、確か

に入院基本料等に包括される診療行為ではありませんが、他医療機関が、

レセプト提出時に血液透析のみを請求しているとは考えられず、「再診料

や受診時に行われたその他の診療行為についても算定している場合、特定

入院料等に含まれる診療を他医療機関で行ったことになり、特定入院料

85％カットの条件が満たされてしまうことになる」というところが今回の

ポイントのようです。

以上で、本件に関するコメントは終わりますが、入院患者の他医療機関

受診に対する、取り扱いの是非については大きな問題を含んでいると思わ

れます。

現在の診療報酬体系においては、療養病棟基本料等を算定している医療

機関では、医師等の配置基準も緩やかで、病態の急変や、専門的医療の必

要性が考慮されていません。そのため、今回の事例のようなことが当然起

こりうることになります。そこで、平成14年４月の診療報酬改定時に考え

方が整理されたわけですが、入院中の患者の他医療機関受診があたかも悪

いことでもあるかのようなペナルティーとも思える処遇になってしまいま

した。これでは、医療機関間の連携は出来ませんし、入院患者さんには我

慢を強いることにもなりかねません。早急に取り扱いの改善が必要といえ

ます。

１．保険者　　　国民健康保険

２．年　齢　　　73歳（男性）

３．診療月　　　平成14年７月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成15年１月

５．病名・診療開始月

（1）（主）糖尿病、高血圧、慢性膵炎、甲状腺腫、

貧血、胆石症 平成14年２月１日

（2）（主）慢性肝炎、僧帽弁閉鎖不全症 平成14年２月15日

（3）（主）頻脈性不整脈 平成14年３月１日

― 以下略 ―

６．該当月の診療実日数　　　　２日

＜主治医の意見＞
慢性肝炎（Ｃ型）でＰ－Ⅲ－Ｐを測定し、肝の繊維化を調べることは治

療上、有益と考える。

＜保険医協会のコメント＞
第187例は、慢性肝炎（Ｃ型）（肝硬変や肝癌の傷病名はない）の診療に

“Ｐ－Ⅲ－Ｐ（プロコラーゲン－Ⅲ－ペプタイド）”を算定したところ保険

者よりの再審査請求が容認され査定された事例です。

はじめに、“Ｐ－Ⅲ－Ｐ”の臨床的意義について検討します。“Ｐ－Ⅲ－

Ｐ”はコラーゲンが生成される際にプロコラーゲンから遊離されるペプチ

ドで肝炎から肝硬変への進展時に肝の繊維化を示す指標として検査されま

す。高値を示す病態としては、 急性・慢性肝炎、原発性・転移性肝癌、ア

ルコール性肝障害、肝硬変、原発性胆汁性肝硬変（PBC）、自己免疫疾患

（慢性関節性リウマチ、全身性進行性強皮症）、肺線維症などであり、低値

側に臨床的意義は少ない、とされています（MBC Date Siteより）。

次に、診療報酬点数表に記載されている事項を検討します。算定制限と

しては、「Ⅳ型コラーゲン精密測定、Ⅳ型コラーゲン７Ｓは、プロリルヒ

ドロキシラーゼ（ＰＨ）精密測定又はＰ－Ⅲ－Ｐ精密測定と併せて行った

場合は一方の所定点数のみ算定する。」となっており、算定間隔などにつ

いては記載されていません。これらのことより、査定された“Ｐ－Ⅲ－Ｐ”

は主傷病名の一つにあげられている、慢性肝炎の経過観察のための検査と

して保険適応があると判断できます。

また、同時に算定されている検査をみても、PSTIや膵PLA２など、慢性

膵炎（別に主病として傷病名あり）に関するものの他は一般生化学検査等

であり、当該レセプト上では、算定制限に抵触するような検査は算定され

ていません。

以上の理由から、査定された“Ｐ－Ⅲ－Ｐ”は慢性肝炎の診療に関して

保険適応があると判断できますので、その旨記載して再審査請求して下さ

い。なお、協会では、この検査に関して、石川基金における内規等につて

も調査の上、以上のような結論になりましたことを申し添えます。

慢性肝炎における“P‐Ⅲ‐P”の査定事例 
＜第187例＞ 

血液透析の特定入院料カットの事例 
＜第186例＞ 

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

『保険審査通信』 
FAX：076‐231‐5156   E-mail：iskw-hok@doc-net.or.jp

納得のいかない 
返戻、査定は でお知らせ 

ください 
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3割負担凍結!
4師会が街頭宣伝 4師会が街頭宣伝 

アトリオ前で通行人の方々に

バスを降りる市民にチラシを配布

●はじめに
代替医療の利用率は、米国では成人の42.1％

（Eisenbergら、1998年）、日本では成人の65.6％

（蒲原、2002年）である。また、そのうち医者

に使用していることを申告していない人は米国

では61.5％、日本では78.9％もいる。

実際に使用されている補完代替医療の種類

は、米国と日本ではかなり異なっている。複数

回答調査によると、米国ではリラクゼーション

16.3％、ハーブ12.1％、マッサージ11.1％、カイ

ロプラクテイック11.0％、メンタルヒーリング

7.0％、メガビタミン療法5.5％であり、わが国で

はサプリメント（健康補助食品）42.0％、マッ

サージ31.2％、レフレクソロジー20.2％、アロマ

セラピー14.6％、指圧13.2％である。このように、

わが国ではサプリメントを使っている比率が圧

倒的に高い。

そこで、今回はまず米国のサプリメントの実

態に迫ってみよう。

●米国サプリメント第1位はイチョウ葉エキス
2001年度の米国のサプリメントの第1位は

Gingko Biloba（イチョウ葉エキス）である。イ

チョウ葉エキスは、ドイツでは医薬品！である

が、わが国や米国では健康補助食品として販売

されている。イチョウ葉エキスには脳血流等の

改善効果があり、主として、老人性痴呆やアル

ツハイマー病の治療や予防として使用されてい

る。欧米では２重盲検法による臨床試験が行わ

れており、科学的エビデンスが揃ったサプリメ

ントである。また、別用途として耳鳴りや勃起

不全等にも使用されている。

イチョウ葉エキスの副作用としては皮膚アレ

ルギー症状（発疹など）、頭痛、軽度の胃腸障

害（例えば胃部不快感）があげられているが、

ドイツ製品（医薬品基準）についての調査によ

れば30億回投与につき233件と極めて副作用件

数が少ないことが分かっている。また、因果関

係のはっきりした死亡例の報告もない。服用量

は製品によって異なるので個別の確認が必要で

あるが、通常の大人の場合はエキスとして

120mg/日から最大240mg/日であり、服用は食

後が好ましい。なお、抗てんかん薬を服用して

いる患者はイチョウ葉エキスが使えないので注

意が必要。また、血液の流動性を増す可能性が

あり、抗凝固療法中の患者の使用については注

意が必要である。

わが国ではイチョウ葉エキスはいろいろなメ

ーカーから販売されているので選択に困るが、

選択の基準はエキスにギンコール酸を含んでい

ないことである。ギンコール酸はかぶれの成分

であり毒性があり、５ppm以下が望ましい基準

である。しかし、最近、市販の健康補助食品の

中からギンコール酸を含むものが少なからず見

つかり問題になっている。さらに、イチョウ葉

エキスは食品に分類されてはいるものの12歳以

下の子供に使用された報告はなく、今後は幼児

等に使用できるかどうかの検討も必要である。

また、わが国では食品であるがゆえにイチョウ

葉エキスに対する医学教育がなされておらず、

きちんと患者に作用機序や用法、注意点を説明

できる医師がほとんどいないのが問題となって

いる。

●これだけは憶えておこう！
─米国人気サプリメント─

近年、個人輸入により米国のサプリメントを

購入している患者が急増している。したがって、

米国の人気サプリメントの名称を知っておくと

患者とのコミュニケーションを図るうえで何か

と便利である。第１位は前述のイチョウ葉エキ

スであるが、２位はEchinacea（エキナセア）

である。エキナセアは免疫の賦活効果やカゼな

どウイルスに対する効果を期待して使用されて

いる。３位はGarlic（ニンニク）、以下Ginseng

（朝鮮ニンジン）、Soybean（大豆）、Saw

Palmetto（ノコギリヤシ）、St. john’s Wort（セ

ントジョーンズワート）、Valerian（カノコソウ）、

Black cohosh（ブラックコホッシュ）、Kava

kava（カバカバ）、Milk Thistle（ミルクシスル）、

Evening primrose（月見草）、Grape Seed

Extract（ブドウの種子エキス）、Bilberry（ビ

ルベリー）、Yohimbe（ヨヒンベ）、Green tea

（緑茶）、Pycnogenol（ピクノジェノール、フラ

ンス海岸松樹皮エキス）、Ginger（生姜）、

Feverfew（ナツシロギク）、Dong Quai（当帰）

となっている。

驚くべきことに、当帰をはじめ日本の漢方生

薬は、米国では食品扱いされている。なかでも

特に注意を要する生薬はEphedra（麻黄；マオウ）

である。主成分はエフェドリンでありダイエッ

トピルに混入されていることが多いので極めて

危ない。近年、米国ではマオウによる事故が多

発しており、FDAも監視に乗り出した。わが国

にも多く個人輸入されているので、昨年度の中

国製ダイエット食品の二の舞いになることは必

至である。もし、患者が使用していた場合は即

刻使用を禁止していただきたい。先進国の米国

といえども、わが国と異なり生薬に対する知識

はほとんど持ち合わせていないのである。

●おわりに
紙面の関係で日本の人気サプリメント（アガ

リクス等）については次回述べたい。

寄稿 

補完代替医療 補完代替医療 
シリーズ 

金沢大学大学院医学系研究科 
補完代替医療学講座 

 研究室長　鈴木　信孝 

―米国と日本のサプリメントの現状― 

サプリメントの活用 

2

保険医協会の大平政樹理事も（中央）
写真右は梅田俊彦県医師会会長

2月13日、約50人が参加 

四
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
社
保
本
人
三
割
負
担
導
入

を
阻
止
（
凍
結
）
す
る
た
め

に
、
四
師
会
の
役
員
約
五
十

人
が
二
月
十
三
日
に
香
林
坊

の
バ
ス
停
前
で
白
衣
の
街
頭

宣
伝
を
行
っ
た
。「
患
者
負

担
増
反
対
」
の
旗
を
掲
げ
、

道
行
く
市
民
に
反
対
の
ビ
ラ

を
渡
し
な
が
ら
理
解
を
求
め

汗
を
流
し
た
。

保
険
医
協
会
の
大
平
政
樹

理
事
も
県
医
師
会
理
事
と
し

て
参
加
し
、神
田
事
務
局
長
、

杉
野
事
務
局
員
が
応
援
と
激

励
に
参
加
し
、
取
材
し
た
。

三
月
十
五
日
に
は
第
二
十

九
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

る
が
、
高
松
会
長
の
勇
退
表

明
に
伴
う
、
新
執
行
部
体
制

が
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
高
松
会
長
に
は
八
年

間
も
の
間
、
保
険
医
協
会
を

ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
人
望
と

卓
越
し
た
指
導
力
で
今
日
の

組
織
に
拡
大
し
た
功
績
に
、

心
よ
り
拍
手
を
送
り
た
い
。

歯
科
部
か
ら
は
、
歯
周
病

関
連
で
衛
生
士
の
業
務
範
囲

の
見
直
し
に
つ
い
て
の
提
言

が
あ
り
、
保
団
連
を
通
じ
て

厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

機
関
紙
・
文
化
部
か
ら

は
、
今
年
も
新
年
号
コ
ン
ク

ー
ル
で
『
特
別
賞
』
を
受
賞

し
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

四
月
ま
で
、
残
す
と
こ
ろ

半
月
で
あ
る
が
、
社
保
本
人

三
割
負
担
導
入
が
微
妙
な
情

勢
下
、
協
会
と
し
て
も
、
で

き
う
る
こ
と
を
駆
使
し
て
、

何
と
し
て
も
凍
結
さ
せ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

【
大
平
三
四
郎
　
記
】

第１７回 理事会点描理事会点描 第１７回 理事会点描 

高松会長に 
心より拍手 
（2月18日・12人出席） 

香林坊 
アトリオ前で 
香林坊 

アトリオ前で 
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二
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後

一
時
半
か
ら
、
石
川
県
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
、
医
療
関
係
者
、
行
政
担
当

課
、
教
育
関
係
者
、
一
般
市
民

ら
約
八
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
Ｄ

Ｖ
被
害
者
を
守
る
た
め
に
三
年

前
に
作
ら
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
石
川

お
ん
な
の
ス
ペ
ー
ス
」
（
代

表
・
深
川
明
子
金
沢
大
学
教
育

学
部
教
授
）
が
中
心
に
な
り
、

石
川
県
保
険
医
協
会
と
、
子
ど

も
の
た
め
の
相
談
電
話
・
チ
ャ

イ
ル
ド
ラ
イ
ン
を
設
置
運
営
し

て
い
る
「
子
ど
も
夢
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
実
行
委
員
と
な
り
、
文

部
科
学
省
の
委
託
事
業
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
医
療
関
係
者
の
み
た
Ｄ
Ｖ
被

害
の
実
態
と
対
策
」
で
、
昨
年

秋
に
保
険
医
協
会
全
会
員
お
よ

び
保
健
師
、
助
産
師
ら
医
療
関

係
者
に
実
施
し
た
Ｄ
Ｖ
ア
ン
ケ

ー
ト
の
報
告
と
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

保
険
医
協
会
会
員
に
は
す
で

に
調
査
報
告
書
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
が
、こ
の
報
告
書
で
は
、

医
療
機
関
に
お
い
て
Ｄ
Ｖ
被
害

者
と
の
接
触
率
が
高
く
、
加
え

て
第
一
発
見
者
に
な
る
場
合
が

多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｖ
の
研
修
会

の
開
催
や
、
Ｄ
Ｖ
を
発
見
し
た

と
き
の
連
絡
方
法
や
警
察
、
シ

ェ
ル
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
の
必

要
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
Ｄ

Ｖ
に
つ
い
て
の
関
心
の
高
さ
が

現
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
率
が
一
割
弱
と
い
う
結
果

か
ら
、
医
療
機
関
全
体
に
お
け

る
Ｄ
Ｖ
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
の

理
解
の
有
無
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

み
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
も
意

義
は
大
き
い
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
冒
頭
、
開
催

実
行
委
員
会
の
深
川
明
子
代
表

が
、
「
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
り
、

人
権
問
題
で
す
。
私
た
ち
は
こ

の
こ
と
を
伝
え
る
た
め
の
講
演

会
活
動
を
中
心
に
、
不
幸
に
も

被
害
に
あ
っ
た
人
の
救
済
活
動

に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
保
険
医
協
会
の
協
力
で
実

施
で
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
義

は
大
き
く
、
医
療
機
関
と
の
関

係
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
、

今
後
の
被
害
者
救
済
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
の
一
里
塚
に
で
き

れ
ば
幸
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
作
成
か
ら
集
計
、
報
告
書
の

作
成
に
ま
で
携
わ
っ
た
石
川
お

ん
な
の
ス
ペ
ー
ス
の
、
か
ど
み

え
こ
さ
ん
が
、
調
査
結
果
を
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
高
松
会
長
の
発
言
か
ら
始

め
ら
れ
ま
し
た
（
発
言
要
旨
は

八
面
に
掲
載
）。

二
番
目
は
石
川
お
ん
な
の
ス

ペ
ー
ス
が
Ｄ
Ｖ
被
害
者
救
済
に

取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
な
ど
に

つ
い
て
、
広
岡
立
美
さ
ん
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も

「
医
療
機
関
が
Ｄ
Ｖ
を
発
見
す

る
機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ぜ

ひ
、
医
療
機
関
に
Ｄ
Ｖ
を
よ
く

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
医
療
機

関
へ
の
期
待
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
Ｄ
Ｖ
被
害
に
は
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が

あ
る
暴
力
に
よ
る
被
害
の
ほ
か

に
、
表
面
化
し
に
く
い
精
神
的

な
被
害
も
あ
り
、
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
精
神
的
な
Ｄ
Ｖ
被
害

を
発
見
し
て
い
く
と
い
う
活
動

も
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

発
言
さ
れ
ま
し
た
。

三
番
目
は
石
川
中
央
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
女
性
相
談

課
の
河
南
俊
康
課
長
が
発
言
さ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
、「
私
の

仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
女

性
の
問
題
、
子
ど
も
の
問
題
を

扱
う
セ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す

が
、
四
〜
五
年
ほ
ど
前
ま
で
、

売
春
防
止
法
を
対
象
に
す
る
仕

事
が
減
っ
て
き
た
こ
と
や
、
少

子
化
が
進
む
中
で
子
ど
も
の
問

題
は
そ
れ
ほ
ど
必
要
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ん
ど
ん

担
当
職
員
が
減
ら
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
四
年
ほ
ど
前

D
V

子
ど
も
の
時
か
ら 

人
権
教
育
を 

D
V

精
神
的
被
害
に
も 

目
を
向
け
て 

D
V

顔
の
見
え
る 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で 命

に
か
か
わ
る
医
師
の
対
応

│
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

D
V
は
犯
罪
　
人
権
問
題

D
V
は
犯
罪
　
人
権
問
題

で 
あ　 
り　　 

で 
あ　 
り　　 D.V.D.V. シンポジウムに高松会長がパネラーで 

（ドメスティック・バイオレンス） 
会員アンケートの分析と対応策を協議 

か
ら
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い

て
の
相
談
が
降
っ
て
湧
い
た
よ

う
に
多
発
し
、
休
日
や
夜
間
に

も
相
談
が
あ
っ
て
、
日
中
で
も

昼
食
が
と
れ
な
い
で
相
談
に
携

わ
る
と
い
う
こ
と
も
増
え
て
き

て
、
少
な
い
人
員
で
対
応
す
る

の
に
大
変
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

社
会
が
様
々
な
ス
ト
レ
ス
を
人

に
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

身
を
も
っ
て
体
験
し
、
Ｄ
Ｖ
や

児
童
虐
待
の
背
景
に
ス
ト
レ
ス

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
相
談
に

携
わ
る
中
で
つ
く
づ
く
感
じ
て

い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
相
談
の
件
数
と

年
齢
別
件
数
の
推
移
の
表
（
右

下
）
を
配
布
さ
れ
、
石
川
県
内

で
も
Ｄ
Ｖ
が
激
増
し
て
い
る
実

態
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

河
南
さ
ん
の
発
言
の
中
で
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
Ｄ

Ｖ
家
庭
の
中
で
、
子
ど
も
へ
の

暴
力
的
な
虐
待
は
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
み
ら
れ
ま
す
が
、
精

神
的
な
虐
待
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
え
ま
す
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
家
庭
の
中
で

は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
親
は
守

っ
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
は
ず

で
す
が
、
い
つ
も
暴
力
的
な
親

を
見
て
育
つ
子
ど
も
へ
の
影
響

を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
Ｄ
Ｖ
に

起
因
す
る
虐
待
と
言
え
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
親
が
暴
君
と

し
て
子
ど
も
に
接
し
た
と
き
、

子
ど
も
は
親
に
と
っ
て
「
い
い

子
」
を
強
制
さ
れ
、
そ
ん
な
子

ど
も
が
親
か
ら
離
れ
、
強
制
か

ら
解
き
放
さ
れ
た
と
き
、
自
分

を
ど
う
表
現
し
て
い
い
か
分
か

ら
な
く
な
る
・
・
・
、
と
い
う

実
態
が
紹
介
さ
れ
、
会
場
の
参

加
者
は
同
調
す
る
よ
う
に
頷
い

て
い
ま
し
た
。
河
南
さ
ん
は
最

後
に
、
Ｄ
Ｖ
や
児
童
虐
待
を
な

く
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の

時
か
ら
暴
力
は
い
け
な
い
こ
と

を
教
え
、
人
権
に
つ
い
て
教
え

る
こ
と
と
同
時
に
、
子
ど
も
に

対
し
て
、「
あ
な
た
は
暴
力
か

ら
守
ら
れ
る
存
在
で
、
必
ず
助

け
て
く
れ
る
人
が
い
る
」
こ
と

を
教
え
る
こ
と
が
大
切
と
、
付

け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、
北
海
道
の
「
お
ん

な
の
ス
ペ
ー
ス
・
お
ん
」
の
近

藤
恵
子
代
表
が
発
言
さ
れ
ま
し

た
。近

藤
さ
ん
は
、
十
年
間
に
わ

た
り
こ
の
Ｄ
Ｖ
問
題
に
か
か
わ

り
、
七
年
前
に
は
日
本
で
最
初

に
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め
の
シ
ェ

ル
タ
ー
を
作
っ
た
経
験
か
ら
、

石
川
県
は
も
と
よ
り
、
全
国
各

D
V

医
師
の
対
応
で 

救
え
る
命 

地
で
Ｄ
Ｖ
被
害
者
救
済
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
初
に
Ｄ
Ｖ
被
害
の
深
刻
な

事
例
を
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

「
小
樽
に
二
十
数
年
間
に
わ

た
り
夫
か
ら
暴
力
を
受
け
て
い

た
女
性
が
い
ま
し
た
。
そ
の
女

性
は
、
夫
の
暴
力
に
よ
る
ケ
ガ

で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
近
所
の
整

形
外
科
を
受
診
し
て
い
ま
し

た
。あ
る
時
は
鼓
膜
を
破
ら
れ
、

あ
る
時
は
骨
折
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
何
度
も
何
度
も
そ
の

整
形
外
科
に
通
院
や
入
院
を
し

て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
そ
の

女
性
は
同
じ
く
夫
の
暴
力
で
顔

面
を
複
雑
骨
折
さ
せ
ら
れ
、
三

カ
月
間
入
院
の
重
傷
を
負
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
治

ら
な
い
ケ
ガ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
整
形
外
科
医
の
治
療
の
ご

尽
力
で
、
三
カ
月
間
た
っ
て
よ

う
や
く
治
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
整
形
外
科
医
は
、
そ
ろ
そ

ろ
退
院
し
て
も
い
い
で
す
よ
と

言
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
女
性

は
、一
日
外
泊
許
可
を
取
っ
て
、

遠
く
で
自
立
し
て
い
る
息
子
さ

ん
と
娘
さ
ん
を
呼
ん
で
、
娘
さ

ん
と
美
容
院
に
行
っ
た
り
、
息

子
さ
ん
、
娘
さ
ん
と
三
人
で
レ

ス
ト
ラ
ン
に
食
事
に
行
っ
た
り

し
て
一
日
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て

病
院
に
戻
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

数
日
後
に
退
院
の
手
続
き
を
と

っ
て
、
女
性
は
自
宅
に
戻
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
退
院
当
日
は
、

さ
す
が
に
加
害
者
で
あ
る
夫
は

暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
な
く
、
一

緒
に
食
事
を
し
て
早
め
に
休
ま

れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
翌
日
に

彼
女
は
自
宅
の
物
置
で
首
つ
り

自
殺
し
ま
し
た
」
と
い
う
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
話
題
で
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
こ
の
事
件
に
つ

い
て
、「
整
形
外
科
医
が
も
し

Ｄ
Ｖ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

ら
、
退
院
後
に
夫
の
と
こ
ろ
へ

返
し
て
い
い
か
ど
う
か
を
少
な

く
と
も
関
係
機
関
に
相
談
で
き

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
れ

ば
彼
女
は
死
な
ず
に
済
ん
だ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
付
け
加
え

ま
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
医
師

は
確
か
に
整
形
外
科
医
と
し
て

顔
面
複
雑
骨
折
を
治
療
し
ま
し

た
が
、
結
果
と
し
て
、
退
院
後

と
は
い
え
、
そ
の
翌
日
に
自
分

の
患
者
さ
ん
を
死
な
せ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
医
療
機
関
の
対
応
や
シ
ェ

ル
タ
ー
な
ど
の
支
援
体
制
が
整

備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
人
の
女

性
の
命
を
救
え
た
と
い
う
事
例

で
す
。

逆
に
次
の
よ
う
な
事
例
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

「
暴
力
を
受
け
続
け
る
外
国

人
女
性
が
、
自
殺
未
遂
で
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
保
健
所
の
保
健

師
が
そ
れ
を
聞
い
て
、
夫
の
と

こ
ろ
に
返
す
と
危
な
い
と
判
断

し
て
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
に
連
絡

し
、
結
果
と

し
て
離
婚
が

成
立
し
、
現

在
一
人
で
暮

ら
し
て
い
ま

す
」
と
い
う

事
例
で
し

た
。さ

ら
に
、

妻
に
暴
力
を

ふ
る
い
、
実

の
娘
に
性
的

暴
力
を
繰
り

返
す
男
か

ら
、
こ
の
母

子
を
保
健
師

や
医
師
と
の

連
係
プ
レ
ー

に
よ
っ
て
助

け
出
し
た
事

例
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
、
対
応
次
第
で

人
の
命
を
助
け
た
り
奪
っ
た
り

し
て
し
ま
う
。
Ｄ
Ｖ
法
で
は
、

Ｄ
Ｖ
を
発
見
し
た
ら
「
通
報
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
通
報
義
務
に
は
な
っ
て

い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
医

療
機
関
の
連
絡
の
少
な
さ
に
憂

い
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
最
後
に
、
情
報

を
集
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必

要
で
あ
り
、
医
療
機
関
が
Ｄ
Ｖ

を
発
見
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
養

っ
て
ほ
し
い
、
そ
し
て
女
性
の

体
に
精
通
し
た
女
性
専
門
外
来

が
で
き
て
ほ
し
い
、
さ
ら
に
、

性
的
暴
力
が
あ
る
と
感
じ
た
と

き
は
精
液
を
保
存
し
て
お
く
な

ど
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
犯
罪

に
対
応
で
き
る
医
療
シ
ス
テ
ム

が
求
め
ら
れ
ま
す
と
、
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
発
言

後
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
活
発
な

質
問
や
意
見
が
飛
び
交
い
、
パ

ネ
リ
ス
ト
が
的
確
に
答
え
、
ま

た
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
提
言

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
や
意

見
は
次
の
通
り
。

・
Ｄ
Ｖ
は
女
性
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
暴
力

を
与
え
る
男
性
の
治
療
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
あ
る
の
か
。

・
Ｄ
Ｖ
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も

へ
の
被
害
防
止
対
策
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

・
Ｄ
Ｖ
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め

に
は
子
ど
も
の
時
か
ら
の
人
権

教
育
が
必
需
だ
と
思
う
が
、
教

育
の
中
に
ど
ん
な
働
き
か
け
が

さ
れ
て
い
る
か
。

・
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、

医
師
か
ら
の
通
報
は
ど
の
程
度

あ
る
か
。

・
高
松
会
長
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
出
席
い
た
だ
き
、
医
師
が

Ｄ
Ｖ
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

・
医
療
機
関
か
ら
「
Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
治
療
に
は
保
険
証
を
使
え

な
い
」
と
言
わ
れ
た
事
実
が
あ

る
が
、
こ
の
場
合
の
対
応
は
？

・
夫
か
ら
暴
力
を
受
け
、
保
険

証
を
持
ち
出
せ
な
い
ま
ま
に
逃

げ
出
し
た
場
合
、
保
険
診
療
は

ど
う
な
る
か
。

・
保
険
証
を
一
人
ひ
と
り
が
持

て
る
よ
う
な
運
動
が
進
ん
で
い

る
と
聞
い
た
が
・
・
・
。

・
Ｄ
Ｖ
法
で
は
医
師
か
ら
の
通

報
が
努
力
義
務
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
強
制
に
で
き
な
い

か
。

・
医
師
が
参
加
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
含
め
て
、
す
ご
く
中

身
が
濃
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
う

れ
し
か
っ
た
。

な
ど
な
ど
、
と
ぎ
れ
る
こ
と

の
な
い
発
言
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。当

日
は
土
曜
日
の
お
昼
か
ら

の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
医
療

関
係
者
の
参
加
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
羽
咋
市
で
開
業
さ

れ
て
い
る
轟
（
と
ど
ろ
き
）
千

栄
子
会
員
が
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら

耳
鼻
科
医
と
し
て
Ｄ
Ｖ
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
轟
会
員
に
寄
稿
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
お
引

き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
（
左
記
）。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
閉
会
あ
い

さ
つ
の
中
で
深
川
代
表
は
、

「
Ｄ
Ｖ
の
運
動
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
、
医
学
界
は
た
い
へ
ん

ド
ア
が
重
い
と
い
う
印
象
を
持

っ
て
い
ま
し
た
が
、
保
険
医
協

会
の
高
松
先
生
が
積
極
的
に
Ｄ

Ｖ
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
が
、
意
義
大
き
く
心

強
く
思
い
ま
す
」
と
、
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容

と
成
果
は
、
三
月
六
日
、
国
立

女
性
教
育
会
館
に
お
い
て
文
部

科
学
省
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
責
／
事
務
局
　
杉
野
）

D
V

協
会
会
員
か
ら
も 

フ
ロ
ア
発
言
が 

D
V

フ
ロ
ア
ー
か
ら
も 

協
会
へ
の
期
待
が 

もし、あなたが夫や恋人から暴力を受けていたら… 

石川おんなのスペース 
傷ついた体と心をいやし、再スタートするためのサポート、 

女性の側にたった支援をします。 

HOT 
LINE

1076‐222‐8868

それは「あなたが悪いから」ではありません。 
だいじょうぶ、あなたは一人ではありません。 
だから、一人で悩まないで…。 

ホットライン ： 第2・第4／月・土曜日AM１０：００～１２：００ 
（あなたの意思と選択を尊重し、プライバシーや秘密を厳守します） 

　昨年、会員の先生にはポスター・パンフレットをお送りしましたが、
追加が必要な方は保険医協会事務局までご請求下さい。 

●
●
●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
高
松
会
長
の
発
言
内
容
は
八
面
に
掲
載
●
●
●

DV相談の年齢別件数 

DV相談の年齢別件数 

40代 50代 10代 20代 30代 

1 8 111318

25 10 8

年度 60代以上 

8

13平成13年度 

平成12年度 

201

DV一時保護 
件数 

DV同伴児 
件数 相談総件数 DV相談 一時保護件数 

143 46 61641

51 9

年度 

15平成12年度 

平成11年度 

59140

172 77 112364

63 1034平成14年度 

平成13年度 

153272

医療団体が積極的にDVへの取り組みに参加するのは石川協会が初めて（右から2番目が高松会長─2月22日／石川県地場産業振興センター）

シンポジウムに参加して 

真正面からDVに取り組む 
高松会長が誇らしく 

轟　千栄子（羽咋市・耳鼻咽喉科） 

今回のアンケート調査

で65％の先生方が来院し

た方の中にＤＶの被害者

かそうだと思われる方が

いたと回答していらっし

ゃいます。多くの先生方

と同じように私にも経験

があります。けれどスタ

ッフが行き来し、開いた

ドアの外には他人や時には加害者である夫がいるといった診察室で、

初めから心を開いて打ち明けてくださるなんてことはまず不可能です。

「つらくないですか？」と言葉をかけることしかできませんでした。 

ＤＶは犯罪です。あなたは被害者です。何も悪くないのです。と明

快に声を上げＤＶ被害者を支援する市民グループが国や行政に働きか

けておととしＤＶ防止法ができました。市町村でもＤＶ被害者支援の

動きが広まっています。もやもやとした焦燥感に光が差してきた気が

します。 

アンケート結果からも分かるように、児童虐待と同様に最初に被害

者を発見するチャンスの一つは医療機関が担っています。患者さんは

医療を受けに来られたのであって相談にきたのではない。家族の問題

にどこまで立ち入っていいのだろうか。私たちは悩みます。でも患者

さんは「誰か気がついて」、「誰か助けて」、と心で叫んでいるので

はないでしょうか。 

今回のシンポジウムで、私たちは今までの経験で考えるのではなく

て、ＤＶ被害の実情をもっと知らなければいけないと強く感じました。

繰り返す暴力で大けがを負い、何度も入院を繰り返していた女性がよ

うやく治癒し退院が決まって外出許可をもらい、成人して家を出てい

る娘と息子を誘い食事をし楽しい時間を過ごした後に退院。家に帰っ

た翌日、納屋で首をつって自殺された。というお話を近藤さんがされ

ました。絶望しか待っていない家に帰るしかなかった彼女の気持ちを

思うと絶句します。 

先生方もＤＶについていろいろの思い、お考えをお持ちだと思いま

す。けれどもっともっと知って、私たちに何ができ、何をしなければ

ならないのか一緒に考えていければと思います。今後も情報の提供や

学習の機会を保険医協会にお願いします。 

全国で先駆けてこのアンケート調査を行い、ＤＶについて真正面か

ら取り組むことを宣言された保険医協会の高松会長を会場から誇らし

く拝見した貴重な会でした。ありがとうございました。 

フロアーから発言する轟千栄子会員 
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石川県保険医協会会長の高松です。この度、石川おんなのスペースのDVに関す
る研究調査に、保険医協会が参加し、本日のシンポジウムに発言の機会を与えて
いただいたことに、深川明子教授はじめ、関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。
さて、DVの問題を、アンケートの結果から医療機関、医師の立場から
考察するようにとのお話しですが、すでに多くの医師以外の方々が、以前
より熱心に取り組んでおられる様子を伺っており、今さら素人の医師が口
を挟むのは、いささかおこがましいとは思いますが、この機会にいろいろ
教えていただき、将来的に深くご協力できるきっかけをつくりたいと思っ
ていますので、よろしくお願いします。
アンケートについては、すでに近藤恵子様、桜井陽子様がすばらしい評
論をしていただいておりますので、それを参考にしながら、医師の立場か
ら意見をのべたいと思います。
保険医協会会員の医師、歯科医師960人のうち、82人が回答を寄せていま
す。この数字が多いか少ないかは意見が別れるところですが、これまでDV
という言葉がほとんど知られていなかったことから、決して少ない数字では
ないと考えます。私たち保険医協会と深川先生とで開催した座談会を『石川
保険医新聞』2002年新年号に掲載した影響があったのではないでしょうか。
私自身、その座談会に出て、はじめてDVの概念を知り、ああ、今、通
院しておられるあの人たちのことなんだと、気が付いたのですから、おそ
まつな医師と言うべきでしょうか。

●　DV被害者とのかかわり
39人の医師が、212人のDV被害者とかかわっていたのは、予想を上回る絶
対数でした。診療所が多いのは、調査母集団が多いせいもありますが、より
地域と密着した存在だからと思います。内科、外科、整形外科、歯科が多い
のですが、その他いろいろな診療科が経験していることも驚きでした。
医師のDVに対する認識は、DV被害者とのかかわりありとした医師でも、
ほとんどは「言われてみれば、あれがDVというものだったかな」との認
識でしょう。一部の精神科医以外は、DVに対する関心はあまりないのが
現実です。診察室での対応も、目の前にある傷害の手当てに追われ、精神
的な対応はできていなかったと思われます。単なる男女間の痴話喧嘩か、
夫婦喧嘩としか見ていないことが多いと考えます。シェルターの存在も気
が付かず、警察や保健所との連携にも気が付かない。あまり、かかわりた
くないのが、多くの本音ではないでしょうか。
患者からの訴えでDV被害が分かった例が一番多かったにもかかわらず、
その後の対応がうまくいっていないのは医師の責任ですが、どうしていい
のか分からないのです。

●　精神的な面での対応
最近の医師がもっとも苦手としている領域です。近代医学を大学や病院
で学び、実践していると、まず数字と画像が中心です。目に見える範囲し
か頭にないのが実情です。患者さんの心や、家庭環境、家族関係、夫婦関
係、男女関係、社会環境にまで思いを至らせる余裕は全然ないとは言いま
せんが、非常に少ないのが実状です。そのような研修はほとんど受けてい
ないのが現実なのです。
電子カルテが最近もてはやされていますが、これなどは、患者さんの顔
を一度も見なくても診察が終わってしまう可能性があります。

●　医学教科書や医学部でDVが扱われているか
このことで、最近の内科、精神科、辞書で調べました。主な教科書約10
種類を調べましたが、DVだけの項目は一つもありません。新臨床内科学
第８巻にあるのは、いわゆるPTSD（心的外傷後ストレス障害）が３ぺ一
ジにわたって記載されているのですが、そこにも、DVは見当たりません。
新臨床精神医学講座でも、家庭内暴力としての記載はあるのですが、独立
項目としてのDVはありません。平成13年の医師国家試験の出題基準の中
に、やはりDVはありませんでした。外傷後ストレス障害はあるのですが。
世界で最もポピュラーな内科医学書、MERCK MANUAL17版にも記載
はありません。そこで、ある私立大学医学部の高学年学生に聞いたところ、
精神科の授業で、話の流れで、ちらっと聞いたことがある、もう一つは、
看護学校では一度も聞いていないということでした。すべての大学に聞い
たわけではありませんが、おそらく教育カリキュラムには、ほとんど組み
込まれていないのではないかと想像されます。
医学教育では、残念ながら社会医学的関心はまだまだ低いのが現状です。

●　診察上、DV対応困難の理由
医師の知識、理解不足、経験不足に加えて、診察室が狭く、開放的過ぎ
て、患者さんとの会話の秘密が守れない、ほかに適当な部屋がない、聞き
取りの十分な時間がない、患者さんが話し出す雰囲気を作れない医師が多
いという問題がまず考えられます。また、看護師、保健師、医療相談員な
どとの連携態勢が整っていない、とくに院内医療従事者との連携、研修不
足もあります。そして、患者さんの人権侵害にならないかという不安と、
患者さん周囲からのしっぺ返しが怖いという問題などが考えられます。
DVの早期発見は、第一線医療の根幹を問われる問題だと考えます。打
聴触視診の重要牲、とくに視診の重要性の再確認と、第六感右脳の訓練、
おかしいと感ずるかどうかが重要になります。日常診療においての精神集
中が大切で、最初の問診術がその後の経過を左右します。いかに短時聞で、
要点を聞き出すかが重要です。
最近はやりの電子カルテの非人間性、専ら記録などの効率が最優先され
ている。これでは微妙なDV患者さんの表情やしぐさから情報を読み取れ
ないのではないかと危惧します。非言語レベルでの情報収集術不足が問題
にならないかを心配します。

●　今後の対応について
まず、DVに対する関心を高め、理解を深めることが一番です。DVにつ
いて知っているかどうかが、被害者救済の第一歩です。喧嘩両成敗の見方
を払拭できるかという課題も克服しなければなりません。
医学部、看護学部での教育も重要です。医学関係教科書に詳しく紹介し
てもらうよう働きかけるべきでしょう。
今回のアンケート調査は、医師の関心を深めるのに相当役だったはずで
す。今後も手を替え品を替え、繰り返し医療関係者にアプローチすること
が大切であると考えます。加えて、警察、シェルター関係者、施設相談員
との合同研修が大切です。しかも、連絡先のメンバーと顔なじみになるこ
とが必要です。マニュアルはもちろん必要ですが、顔の見えるネットワー
ク、小グルーブでの交流がより有効と考えます。構えなくてもざっくばら
んに相談できる関係づくりが、より効果を発揮できるでしょう。その関係
の中で、症例検討を重ねれば、実効性あるネットワークができると考えま
す。実際にDVを疑ったときは、自院だけで解決しようとせずにグループ
内で検討することが望ましいですね。
また、加害者の再発が９割を超えるということからも、更生は大変難し
いことを念頭に置くべきでしょう。医療機関による二次被害を防ぐために
も二重人格の存在を知る必要があるのではないかと思います。

DVシンポジウム・高松会長の発言要旨 

医師として「DV問題にかかわって」
パネリスト／高松　弘明 

イ
ラ
ク
問
題
は 

平
和
的
解
決
で 

帯
刀
　
裕
之（
小
松
市
・
内
科
） 

　
会
員
　
　
　
　
　
　
　
　 

投
稿 

ブ
ッ
シ
ュ
ア
メ
リ
カ

大
統
領
は
「
イ
ラ
ク
の

武
装
解
除
」
を
目
的
と

し
た
武
力
攻
撃
を
主
張

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

「
戦
争
、
や
め
よ
う
」

の
声
も
全
世
界
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
一
千
万

人
が
デ
モ
を
し
ま
し

た
。も

し
も
、
武
力
攻
撃

が
始
ま
る
と
、
軍
事
力

か
ら
見
て
、
ア
メ
リ
カ
と
イ

ラ
ク
戦
争
で
な
く
、
ア
メ
リ

カ
の
一
方
的
な
イ
ラ
ク
国
民

大
虐
殺
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
犠
牲
の
多
く
は
、軍
人
、

権
力
者
で
な
く
、
弱
い
立
場

の
老
人
、
女
性
、
子
ど
も
、

赤
ん
坊
で
し
ょ
う
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ

ク
攻
撃
に
よ
っ
て
、
何
十
万

人
も
の
人
々
が
殺
さ
れ
る
こ

と
に
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
微

力
だ
け
ど
、
平
和
の
行
動
を

し
て
い
ま
す
。

二
月
十
五
日
（
土
）
に
金

沢
市
の
ア
ト
リ
オ
前
広
場
で
、

平
和
の
仲
間
と
ア
メ
リ
カ
の

イ
ラ
ク
攻
撃
や
日
本
の
ア
メ

リ
カ
支
援
に
賛
成
か
反
対
か

を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
で

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
九
割
が
イ

ラ
ク
攻
撃
に
反
対
、
七

割
が
日
本
の
ア
メ
リ
カ

支
援
に
反
対
で
し
た
。

金
沢
市
民
は
平
和
を
愛

し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク

の
大
量
破
壊
兵
器
問
題

は
、
国
連
に
よ
る
査
察

を
続
け
、
平
和
的
に
解

決
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。
こ
れ
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

香林坊アトリオ前で、アンケート調査

出た結果は当然、“攻撃反対”
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「いつから見にくいのですか？」という問いかけに、「徐々に見にくく

なってきました」との返答があり、矯正しても視力があまり上がらない

患者さんの大半に白内障が認められます。白内障は眼の中にあるレンズ、

水晶体が濁ってくる現象です。カメラのレンズが曇った状態と考えてい

ただくと分かりやすいと思います。

原因の多くは水晶体の新陳代謝の障害で生じる加齢現象であり、年を

重ねると白髪、シミ、シワが増えるように誰にでも生じてきます（老人

性白内障）。自覚症状がなくても80歳以上では100％の人に白内障が認め

られます。

ほかには先天白内障、眼内疾患による併発白内障、糖尿病性白内障、

外傷性白内障、アトピーによる白内障、ステロイド白内障、放射線性白

内障など原因により分類されています。

現在白内障の治療薬として数種類の点眼薬が処方されていますが、白

内障を治すものではなく、進行を遅らせるためのものです。濁ってしま

った水晶体は何をしても戻りませんので、根本的な治療法は手術になり

ます。手術は濁った水晶体を取り出し、代わりのレンズ（眼鏡、コンタ

クトレンズ、眼内レンズ）で見えるようになります。現在は眼内レンズ

による矯正が主流であり、局所麻酔で短時間に終了でき、安全性のとて

も高い手術と言えます。

眼内レンズは水晶体と違い、人工のレンズですのでピントは１点にし

か合いません。術前に、術後は眼鏡なしで遠くを見たいのか（近くを見

るときは老眼鏡が必要）、眼鏡なしで近くを見たいのか（遠くをはっきり

見たいときには、遠用鏡が必要）を患者さんに聞いて眼内レンズの度数

を決めます。術前に、眼鏡は老眼だけ、もしくは近視の眼鏡をかけてい

るが、近くを見るときははずしている方は、そのままの屈折状態の方が

術後の満足度は大きいようです。また、若いころからずっと眼鏡をかけ

ているので、近くを見るときは老眼鏡が必要でも眼鏡なしで生活をした

いと希望される方もいらっしゃいます。簡単な手術ですが、術後どのよ

うに眼を使いたいかで眼内レンズの度数が変わってきますので、術前に

先生とよく相談されることをお勧めします。

「術後しばらくは良く見えていたが、近ごろ見にくい」と受診される方

に、後発白内障と呼ばれるものが生じていることがあります。これは手

術により濁った水晶体の中身を取り出し、残った袋の部分に眼内レンズ

を入れますが、袋が濁って視力が低下するものです。レーザーによって

袋を切開することにより視力は戻ります。

白内障の症状は他覚的には水晶体の混濁ですが、自覚的にかすむ、ま

ぶしい、近視になったようだ、明るいところで見づらいなどです。その

時々の症状で対処法が異なってきますが、少しでも見にくいなと感じま

したら、白内障だけでなく、

ほかの病気かもしれません

ので、眼科受診をお勧めし

ます。

術後副作用！？

「先生、白内障術後の副

作用だと思うのですが」

「どうして？」

「今までに、こんなにシ

ミやシワはありませんでし

た！」

（あー前と同じだと思う

ケド・・・）・・・心の叫

び。

徐々に見にくく 
なってきた 
（白内障の話） 

その⑨ 

浅ノ川総合病院眼科  
視能訓練士　　　　小笹　一枝 

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
が
、

二
〇
〇
三
年
全
国
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
（
日
本
機
関
紙
協
会
主

催
）
に
お
い
て
、
本
年
も
上
位

入
賞
し
、「
特
別
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

こ
の
「
特
別
賞
」
は
、
約
百

紙
が
応
募
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ

（
県
単
位
で
発
行
さ
れ
る
機
関

紙
の
コ
ー
ス
）
の
中
で
、
上
位

十
紙
に
入
る
快
挙
で
す
。『
石

川
保
険
医
新
聞
』
は
、
十
数
年

前
か
ら
毎
年
上
位
入
賞
し
て
お

り
、
全
国
に
誇
れ
る
機
関
紙
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
わ
れ

わ
れ
機
関
紙
作
成
に
携
わ
る
も

の
と
し
て
、
日
ご
ろ
の
苦
労
を

補
っ
て
余
り
あ
る
癒
し
と
な
り

ま
す
。
月
に
一
回
の
編
集
委
員

会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
企
画
、

方
針
、
執
筆
依
頼
や
記
事
・
写

真
の
選
別
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
に
対
し
、
和
気
あ
い

あ
い
と
す
る
中
に
も
、
真
剣
な

討
論
が
常
に
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
十
人
の
編
集
委
員
が
毎
月

欠
か
さ
ず
定
期
的
に
集
ま
り
、

編
集
の
舵
取
り
を
行
っ
て
い
る

協
会
は
全
国
的
に
も
稀
と
い
う

こ
と
で
、
新
聞
づ
く
り
体
制
に

関
し
て
も
他
府
県
の
協
会
の
注

目
と
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
地
道
な
努
力
が
コ

ン
ク
ー
ル
連
続
受
賞
と
い
う
高

い
内
容
の
維
持
に
現
れ
て
い
る

と
自
負
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
編
集
委
員
会
で
は
新

聞
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
常
に

読
者
で
あ
る
会
員
の
声
に
耳
を

傾
け
、
一
方
的
な
情
報
の
押
し

付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

今
回
、
新
年
号
に
寄
せ
ら
れ

た
た
く
さ
ん
の
会
員
・
読
者
の

声
を
一
部
要
約
し
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

＊
『
石
川
保
険
医
新
聞
』
は
格

段
に
高
い
編
集
技
術
と
と
も

に
、
実
際
に
役
立
つ
機
関
紙
に

な
っ
て
い
る
。

＊
豊
富
な
記
事
で
読
み
応
え
が

あ
り
感
心
。（
複
数
）

＊
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い

る
。「
早
川
ド
ク
タ
ー
の
山
三

昧
」
が
特
に
お
も
し
ろ
い
。

（
複
数
）

＊
講
演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

を
能
登
地
区
で
も
開
い
て
欲
し

い
。
ま
た
、
能
登
地
区
の
会
員

の
声
な
ど
も
掲
載
し
て
欲
し
い
。

＊「
粟
野
先
生
の
ぶ
ら
り
石
川
」

が
楽
し
み
。

＊
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
毎

号
掲
載
し
て
欲
し
い
。

＊
「
お
サ
ル
先
生
の
在
宅
医
療

入
門
」
が
お
も
し
ろ
い
。
連
載

を
続
け
て
欲
し
い
。（
複
数
）

＊
「
特
集
・
酒
の
話
」
が
お
も

し
ろ
か
っ
た
。（
複
数
）

＊
「
北
山
ド
ク
タ
ー
え
っ
せ

い
・
エ
ッ
セ
イ
」
が
お
も
し
ろ

い
。（
複
数
）

以
上
、
多
く
の
励
ま
し
の
声

に
こ
た
え
て
、
今
後
と
も
協
会

の
理
念
に
基
づ
く
有
意
義
な
新

聞
づ
く
り
に
努
力
い
た
し
ま

す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
会
員

諸
氏
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

新
年
号
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
別
賞

本
紙
、今
年
も
上
位
入
賞 

編
集
長
　
北
山
　
吉
明（
金
沢
市
・
形
成
） 

今
後
の
編
集
の
励
ま
し
に 

今時の若者に伝えたいこと…思春期の生と性 
～地域と学校で作り上げるプログラム～ 
助産師さんと話そう～医療現場における性と生～ 

テーマ 

「おとなになるってどんなこと?」～小学校中学年での取り組み～ 

“人間と性”教育協議会 
第11回   石川セミナーのご案内 

あなたらしく  わたしらしく 
～それぞれの自立と共生をめざして～ 

講　演 ～１０代の受診から見えてくるもの、伝えたいこと～ 
【講師】 河野　美代子さん 

主　催 “人間と性”教育研究協議会石川支部 

後　援 石川県教育委員会、金沢市教育委員会、金沢市（男女共同参画室） 
石川県高等学校教職員組合、石川県教職員組合、県教組金沢支部 
県教組障害児学校支部、石川県社会福祉協議会、（財）いしかわ女性基金 
石川県保険医協会 

日　時 2003年5月25日（日）　9：30～15：00

場　所 

日
程 

分
科
会 

石川県社会福祉会館（観光会館斜め向かい） 
金沢市本多町2-3-15　Tel.（０７６）223-9552

受　付 分　科　会 
昼食（各自） 
受付１２：３０～ 講演（大ホール） 

９：３０ １０：００ １２：００ １３：００ １５：００ 

第1

分科会 

第2

第3

※午後は手話通訳があります。 

テーマ 



「
お
愛
想
」
と
言
っ
て
ふ
と

見
る
と
、
グ
ラ
ス
に
は
な
み
な

み
と
「
水
割
り
」
が
つ
く
っ
て

あ
っ
た
。
最
初
は
カ
ク
テ
ル
だ

っ
た
Ｐ
先
生
も
、
後
半
は
Ｍ
先

生
の
ボ
ト
ル
の
ご
相
伴
に
与
っ

て
「
水
割
り
」
を
飲
ん
で
い
た

の
だ
っ
た
。

Ｐ
先
生：

「
あ
れ
っ
！
マ
ス

タ
ー
。
い
つ
の
間
に
注
い
じ
ゃ

っ
た
の
？
盛
岡
名
物
『
わ
ん
こ

そ
ば
』
み
た
い
だ
な
」

Ｍ
先
生：

「
も
っ
た
い
な
い

か
ら
、
そ
れ
飲
ん
で
か
ら
行
こ

う
よ
」

お
サ
ル
先
生：

「
こ
の
際
で

す
か
ら
、
お
聞
き
し
て
い
い
で

す
か
？
例
の
二
大
医
学
雑
誌
、

米
国
内
科
学
会
雑
誌
の
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ａ
と
Ｎ
Ｅ
Ｊ
Ｍ
（
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ

ブ
・
メ
デ
ィ
シ
ン
）
に
相
次
い

で
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
論
文
は

ど
う
考
え
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ

う
？
」

Ｐ
先
生：

「
お
お
っ
。
一
発

で
酔
い
が
醒
め
る
よ
う
な
重
い

話
題
を
出
し
て
く
れ
た
な
」

Ｍ
先
生：

「
高
度
痴
呆
患
者

へ
の
経
管
栄
養
の
是
非
を
問
う

た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
論
文

と
し
て
記
憶
に
新
し
い
よ
ね
」

お
サ
ル
先
生：

「
ボ
ク
の
参

加
し
て
い
る
メ
ー
リ
ン
グ
・
リ

ス
ト
（
Ｍ
Ｌ
）
で
も
、
こ
の
論

文
が
出
て
か
ら
鬼
の
首
を
取
っ

た
よ
う
に
、
経
管
栄
養
を
否
定

す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
て
る

ん
で
す
」

Ｍ
先
生：

「
先
日
の
会
合
で

も
、
こ
の
論
文
の
こ
と
が
話
題

に
出
て
、
結
局
、
年
寄
り
は
口

か
ら
食
べ
さ
せ
る
の
が
一
番
じ

ゃ
な
い
か
、
と
主
張
す
る
ド
ク

タ
ー
が
い
た
が
、
話
が
飛
躍
し

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
ね

え
」Ｐ

先
生：

「
こ
の
二
つ
の
論

文
の
主
旨
は
似
通
っ
て
い
て
、

経
管
栄
養
が
予
後
を
改
善
す
る

の
か
、
肺
炎
の
予
防
と
な
り
え

る
の
か
、
機
能
改
善
を
も
た
ら

す
の
か
、
患
者
の
快
適
さ
が
改

善
す
る
の
か
、
を
検
討
し
た
結

果
、
経
管
栄
養
は
高
度
痴
呆
患

者
に
医
学
的
利
益
を
も
た
ら
さ

な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
」

お
サ
ル
先
生：

「
だ
い
た
い

ど
ん
な
論
文
を
み
て
も
、
胃
ろ

う
患
者
の
一
年
生
存
率
は
五

十
％
程
度
っ
て
書
い
て
あ
り
ま

す
よ
ね
。
こ
れ
っ
て
高
い
の
か

な
、
低
い
の
か
な
？
」

Ｍ
先
生：

「
今
は
や
り
の
Ｅ

Ｂ
Ｍ
（
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス

ド
・
メ
デ
ィ
シ
ン
）
だ
よ

ね
・
・
・
」

Ｐ
先
生：

「
ま
あ
、
最
後
ま

で
聞
い
て
く
れ
。
こ
れ
ら
の
論

文
の
根
拠
と
な
る
文
献
を
詳
細

に
調
べ
て
み
た
人
が
い
て
ね
。

小
野
沢
滋
先
生
っ
て
知
っ
て
る

か
い
」

Ｍ
先
生：

「
亀
田
総
合
病
院

在
宅
医
療
部
の
小
野
沢
先
生
だ

ろ
」Ｐ

先
生：

「
そ
う
、
そ
の
彼

が
日
本
在
宅
医
学
会
雑
誌
二
○

○
二
年
の
第
三
巻
第
二
号
に

『
在
宅
医
療
の
栄
養
管
理
に
お

け
る
諸
問
題
―
高
齢
者
低
栄
養

を
中
心
に
』
と
題
し
て
、
力
の

こ
も
っ
た
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て

い
る
。
彼
が
、
二
大
論
文
の
引

用
文
献
を
読
み
解
い
た
と
こ

ろ
、
ど
れ
も
Ｒ
Ｃ
Ｔ
は
な
く
、

す
べ
て
観
察
研
究
に
基
づ
い
て

い
る
ん
だ
そ
う
だ
」

お
サ
ル
先
生：
「
Ｒ
Ｃ
Ｔ
っ

て
ラ
ン
ダ
マ
イ
ズ
ド
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
イ
ア
ル
、
最

も
格
の
高
い
研
究
で
す
よ
ね
。

観
察
研
究
は
そ
れ
よ
り
も
エ
ビ

デ
ン
ス
・
レ
ベ
ル
が
低

い
・
・
・
」

Ｐ
先
生：

「
経
管
栄
養
が
肺

炎
の
予
防
に
な
る
の
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
レ
ビ
ュ
ー
の

対
象
と
な
っ
た
文
献
は
す
べ

て
、
も
と
も
と
、
経
管
栄
養
を

受
け
て
い
た
者
と
、
そ
う
で
な

い
者
の
単
純
比
較
で
あ
り
、
背

景
と
な
る
リ
ス
ク
の
分
析
が
な

い
と
い
う
大
き
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
そ
う
だ
」

お
サ
ル
先
生：

「
へ
え
ー
っ
、

一
流
の
英
文
論
文
だ
か
ら
っ
て

鵜
呑
み
に
し
ち
ゃ
い
け
な
い
っ

て
こ
と
で
す
か
あ
」

Ｍ
先
生：

「
だ
い
た
い
が
、

胃
食
道
逆
流
症
例
を
胃
ろ
う
に

し
た
か
ら
っ
て
誤
嚥
性
肺
炎
が

減
ら
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の

常
識
だ
よ
」

お
サ
ル
先
生：

「
胃
ろ
う
は

胃
食
道
逆
流
の
治
療
で
は
な

い
！
っ
て
い
う
の
は
、
保
険
医

協
会
の
講
演
で
繰
り
返
し
聞
か

さ
れ
ま
し
た
も
ん
ね
」

Ｐ
先
生：

「
そ
れ
か
ら
、
予

後
を
延
ば
さ
な
い
と
い
う
根
拠

に
な
っ
て
い
る
文
献
は
、
嚥
下

障
害
の
程
度
に
つ
い
て
の
正
確

な
評
価
が
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
さ
ら
に
経
管
栄
養
が
な
ぜ

導
入
さ
れ
た
の
か
と
い
う
評
価

が
全
く
な
さ
れ
て
い
な
い
そ
う

だ
」お

サ
ル
先
生：

「
う
ー
ん
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
え
。
以

前
、
胃
ろ
う
を
つ
く
っ
て
も
十

分
な
栄
養
量
を
入
れ
て
い
な
い

の
は
け
し
か
ら
ん
、
と
Ｐ
先
生

か
ら
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
よ

ね
。
か
の
国
の
保
険
制
度
で
、

ち
ゃ
ん
と
栄
養
が
与
え
ら
れ
て

い
る
の
か
し
ら
ん
？
」

Ｍ
先
生：

「
在
宅
で
胃
ろ
う

の
患
者
さ
ん
た
ち
を
見
て
い
る

と
、
そ
ん
な
に
予
後
が
悪
い
気

が
し
な
い
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
悪
い

と
は
思
わ
な
い
が
な
あ
」

Ｐ
先
生：

「
多
分
、
在
宅
ま

で
持
っ
て
こ
ら
れ
た
患
者
さ
ん

た
ち
は
、
急
性
期
の
ト
ラ
ブ
ル

も
乗
り
切
り
、
家
族
の
受
け
入

れ
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
、
あ

る
意
味
で
『
恵
ま
れ
た
』
人
た

ち
な
の
か
も
し
れ
な
い
ね
」

お
サ
ル
先
生：

「
そ
う
い
う

の
を
『
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て

い
る
』
っ
て
言
う
ん
で
し
ょ
」

Ｐ
先
生：

「
そ
れ
で
、
さ
っ

き
の
お
サ
ル
先
生
の
質
問
ね
。

一
年
生
存
率
が
五
十
％
し
か
な

い
の
な
ら
、『
胃
ろ
う
を
や
め

よ
う
』
と
言
う
の
か
、『
も
っ

と
良
く
な
る
よ
う
に
努
力
し
よ

う
』
の
違
い
だ
と
思
う
」

Ｍ
先
生：

「
と
こ
ろ
で
、
今

回
の
話
は
誰
も
読
ま
な
い
ん
で

な
い
か
い
」

Ｐ
先
生：

「
い
や
、
ち
ゃ
ん

と
マ
ス
タ
ー
は
聞
い
て
い
た
よ

ね
」

４５ 

2003年3月15日（毎月15日発行）（10）第371号　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

開催日時 3月23日（日）●午前10時～正午 

開催場所 金沢都ホテル 7階 鳳凰の間 
●JR金沢駅正面、電話：076‐261‐2111

講　　師 石川県保険医協会講師団 
テキスト 『介護報酬改定のポイント』 

参　加　費 会員医療機関1人無料  2人目から2,000円 
（未入会医療機関の方は、当日までに入会していただくことを前提とします。） 

参加対象 会員、スタッフ、家族 

（『月刊保団連』臨時増刊号） 

申込み 3月14日で申し込みを締切りました。 

日
本
人
と
い
う
の
は
と
か

く
「
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
・
・
・
」
と
い
う
の
を
つ

く
り
た
が
る
も
の
で
す
。
神

様
じ
ゃ
な
く
て
人
間
の
す
る

こ
と
な
の
だ
か
ら
ミ
ス
す
る

こ
と
は
仕
方
が
な
い
こ
と
の

は
ず
な
の
に
、
日
本
人
と
い

う
の
は
性
分
と
し
て
、
と
か

く
「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ミ

ス
」
と
い
う
の
に
こ
じ
つ
け

た
が
る
も
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
医
者
な
ど
と
い

う
の
は
、
こ
の
「
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
・
・
・
」
と
い
う

や
つ
に
勝
手
に
祭
り
上
げ
ら

れ
る
も
の
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
ミ
ス
な
ど
し
よ
う
も
の
な

ら
、「
医
療
ミ
ス
」
と
マ
ス

コ
ミ
に
追
求
さ
れ
て
叩
か
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
れ
と
同
じ
に
「
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
・
・
・
」
と
い

う
前
提
で
行
わ
れ
て
い
る
の

が
レ
セ
プ
ト
審
査
の
よ
う
で

す
。先

日
、
支
払
基
金
か
ら
昨

年
の
レ
セ
プ
ト
が
減
点
済
で

返
戻
さ
れ
ま
し
た
。
同
一
家

族
で
夫
と
妻
と
が
同
一
日
に

往
診
に
な
っ
て
お
り
、
二
人

目
か
ら
は
再
診
料
の
み
の
算

定
の
は
ず
と
い
う
こ
と
で
妻

の
分
の
往
診
料
が
減
点
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
お
か
し
い
な

と
思
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、

夫
は
そ
の
該
当
月
の
十
一
カ

月
前
に
死
去
さ
れ
て
お
り
、

さ
す
が
に
天
国
ま
で
往
診
し

た
覚
え
も
な
い
の
で
よ
く
見

て
み
る
と
、
夫
の
レ
セ
プ
ト

が
一
年
前
の
日
付
に
な
っ
て

お
り
、
ど
う
や
ら
保
険
者
と

支
払
基
金
と
が
一
年
前
の
と

間
違
え
て
同
日
往
診
と
勘
違

い
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。さ

っ
そ
く
、
こ
の
「
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
ミ
ス
」
を
支

払
基
金
に
指
摘
し
た
と
こ

ろ
、ミ
ス
は
認
め
る
も
の
の
、

減
点
し
て
し
ま
っ
た
分
に
つ

い
て
は
再
請
求
（
す
な
わ
ち

二
カ
月
遅
れ
の
入
金
と
い
う

こ
と
）
し
て
も
ら
う
よ
り
ほ

か
に
は
手
が
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、

社
保
の
減
点
は
絶
対
に
ミ
ス

す
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
前

提
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
間
違
い
で
減
点
し
た

際
に
も
絶
対
に
同
月
に
減
点

分
を
復
活
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

同
じ
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

ミ
ス
で
も
、
医
者
の
ミ
ス
は

訴
え
ら
れ
て
マ
ス
コ
ミ
に
叩

か
れ
て
、
さ
ん
ざ
ん
な
め
に

遭
い
、
保
険
者
と
支
払
基
金

の
ミ
ス
は
勝
手
に
間
違
い
で

減
点
し
て
も
、
何
の
お
と
が

め
も
な
し
、
始
末
書
さ
え
い

ら
な
い
と
の
こ
と
で
、
同
じ

「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ミ
ス
」

で
も
雲
泥
の
差
な
の
で
し

た
・
・
・
。

会
　
員
　
投
　
稿
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今
、
全
国
す
べ
て
の
小
、
中

学
生
が
持
っ
て
い
る
『
心
の
ノ

ー
ト
』
を
ご
存
知
で
す
か
。

◇
『
心
の
ノ
ー
ト
』
っ
て

「
こ
の
ノ
ー
ト
は
あ
な
た
の

た
か
ら
も
の
。
あ
な
た
に
ぴ
っ

た
り
の
す
て
き
な
名
前
を
つ
け

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
よ
び
か
け
に
始
ま
り
、

「
む
ね
を
は
っ
て
い
こ
う
」「
か

が
や
く
自
分
に
な
ろ
う
」
と
語

り
か
け
な
が
ら
、
自
分
・
家

族
・
学
校
・
友
だ
ち
・
自
然
・

地
域
・
ふ
る
さ
と
・
社
会
・
我

が
国
・
世
界
・
地
球
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
「
か
か
わ
り
方
」
を
指

し
示
し
『
あ
る
べ
き
生
き
方
』

に
導
く
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

ま
す
。

発
行
元
の
文
部
科
学
省
の
い

わ
ゆ
る
手
引
き
書
に
よ
る
と
、

『
心
の
ノ
ー
ト
』
は
次
の
三
つ

の
特
徴
を
も
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

①
子
ど
も
（
生
徒
）
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
学
習
す
る
た
め
の
冊

子
。日

常
生
活
や
様
々
な
学
習
活

動
に
お
い
て
、
道
徳
的
価
値
に

つ
い
て
興
味
を
も
っ
た
と
き
に

自
学
自
習
的
に
活
用
す
る
。

②
子
ど
も
の
心
の
記
録
と
な
る

冊
子
。

子
ど
も
が
自
己
の
生
活
や
体

験
を
振
り
返
り
、
心
に
留
め
て

お
き
た
い
こ
と
を
記
録
す
る

「
生
活
ノ
ー
ト
」
的
な
冊
子
。

③
学
校
と
家
庭
と
の
「
心
の
架

け
橋
」
と
な
る
冊
子
。

発
達
段
階
に
応
じ
て
保
護
者

が
見
た
り
、記
入
し
た
り
す
る
。

地
域
と
の
「
心
の
架
け
橋
」

と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

と
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
活

動
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

◇
こ
ん
な
に
お
金
を
か
け
て

従
来
の
教
科
書
よ
り
上
質
の

紙
と
印
刷
で
、
文
字
の
形
や
色

を
変
え
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を

ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
た
レ
イ

ア
ウ
ト
は
、
視
覚
的
に
子
ど
も

た
ち
が
と
び
つ
き
や
す
い
体
裁

に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
か
に
子

ど
も
の
内
面
に
す
べ
り
込
め
る

か
と
い
う
心
理
学
的
手
法
が
た

く
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
原
案
は
中
学
校
の
教
諭
た

ち
が
作
成
し
、
監
修
が
作
成
協

力
者
会
議
の
座
長
で
も
あ
る
心

理
学
者
の
河
合
隼
雄
氏
（
文
化

庁
長
官
）
と
な
れ
ば
う
な
づ
け

る
話
で
す
。
河
合
氏
は
自
ら
京

都
の
六
年
生
の
ク
ラ
ス
で
授
業

を
し
て
み
せ
る
と
い
う
力
の
入

れ
よ
う
で
す
。

文
科
省
が
平
成
十
三
年
度
道

徳
教
育
関
連
予
算
の
八
四
％
に

あ
た
る
七
億
三
千
万
円
を
か
け

て
作
っ
た
の
が『
心
の
ノ
ー
ト
』

と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。
そ
し

て
、
昨
年
一
気
に
、
小
学
校
三

種
類
（
低
・
中
・
高
そ
れ
ぞ
れ

二
百
六
十
万
部
）
中
学
校
一
種

類
四
百
二
十
万
部
の
、
計
四
種

類
千
二
百
万
部
を
無
償
配
布
し

た
の
で
す
。
今
年
も
さ
ら
に
四

百
五
十
万
部
発
行
さ
れ
、
費
用

は
し
め
て
十
一
億
一
千
万
円
。

◇
国
定
教
科
書
の
先
駆
け

こ
れ
は
、
戦
後
教
育
の
総
決

算
を
唱
え
続
け
、
少
年
の
凶
悪

犯
罪
多
発
で
“
十
七
歳
問
題
”

な
ど
と
大
騒
ぎ
し
、
そ
の
背
景

を
「
心
が
荒
廃
し
て
い
る
」
と

決
め
つ
け
、「
心
の
教
育
」
の

必
要
性
を
強
調
し
、「
道
徳
教

育
を
た
め
ら
う
な
」
と
提
言
の

中
で
叱
咤
激
励
し
た
文
科
省

が
、
直
接
教
育
現
場
へ
乗
り
込

ん
で
き
た
と
い
う
新
た
な
事
態

と
し
て
理
解
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
国
に
よ
る
直
接
的
な
教
育

の
支
配
を
排
し
た
教
育
基
本
法

の
「
改
正
」
の
立
場
を
あ
ら
わ

に
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。文

科
省
に
よ
る
と
、『
心
の

ノ
ー
ト
』は
教
科
書
で
は
な
く
、

副
読
本
に
代
わ
る
も
の
で
も
な

く
、
あ
く
ま
で
も
日
常
生
活
や

全
教
育
活
動
を
通
じ
た
道
徳
教

育
の
充
実
を
図
る
た
め
の
補
助

教
材
と
い
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
検
定
や
採
用
・
不
採
用
を

め
ぐ
る
採
択
な
ど
の
必
要
も
な

く
、
何
の
チ
ェ
ッ
ク
、
議
論
も

な
い
ま
ま
、
す
べ
て
の
義
務
制

の
学
校
に
届
け
ら
れ
、
気
が
つ

い
た
ら
全
国
に
普
及
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

全
国
一
律
一
斉
は
、
実
に
巧

妙
な
や
り
方
で
、
事
実
上
の
国

定
教
科
書
復
活
の
地
な
ら
し
と

い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
　

と
は
い
え
、
合
意
な
し
の
見

切
り
発
車
は
反
発
を
招
き
、
学

校
五
日
制
の
多
忙
化
に
紛
れ
、

職
員
室
の
片
隅
に
眠
っ
た
ま
ま

の
『
心
の
ノ
ー
ト
』
も
か
な
り

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
校
長
あ

て
に
使
用
実
態
調
査
が
お
ろ
さ

れ
る
状
況
の
中
で
押
し
つ
け
が

強
ま
り
、
ど
ん
な
使
い
方
に
せ

よ
、『
心
の
ノ
ー
ト
』
は
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
さ
れ
、
保
護
者

の
目
に
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
す
。

に
わ
か
に
注
目
を
あ
び
る
存

在
と
な
っ
た
こ
の
機
を
逃
さ

ず
、
論
議
を
深
め
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
次
号
で
は
、
ノ
ー
ト

の
具
体
的
な
内
容
の
分
析
を
通

し
て
ね
ら
い
に
迫
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

シ
リ
ー
ズ 

▼
#2
▲ 

金
沢
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師
　
西
嶋
　
弘
子 

『
心
の
ノ
ー
ト
』に
注
目
を（
そ
の
一
）

│
国
定
教
科
書
の
復
活
？
 

日
本
百
名
山
を
始
め
と
し

て
、
北
か
ら
南
ま
で
こ
れ
ま

で
日
本
中
の
多
く
の
山
を
登

っ
て
き
た
僕
だ
が
、“
最
も

好
き
な
山
は
”
と
尋
ね
ら
れ

れ
ば
、
迷
う
こ
と
な
く
北
ア

ル
プ
ス
の
剣
岳
（
二
千
九
百

九
十
八
メ
ー
ト
ル
）
と
答
え

る
だ
ろ
う
。
か
の
深
田
久
弥

も
著
書
の
中
で
、
北
ア
ル
プ

ス
の
南
の
重
鎮
を
穂
高
と
す

れ
ば
、
北
の
俊
英
は
剣
岳
で

あ
ろ
う
、
層
々
た
る
岩
に
鎧

わ
れ
て
、
豪
宕
、
峻
烈
、
高

邁
の
風
格
を
兼
ね
備
え
た
山

で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
の
著
名
な

登
山
家
た
ち
の
多
く
は
、
こ

の
剣
岳
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
み
、
心
身
を
鍛
え
な
が
ら

世
界
の
山
へ
と
羽
ば
た
い
て

行
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
僕
自
身
も
、
山
に

真
剣
に
取
り
組
み
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
、
や
は
り
剣
岳

に
登
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

あ
っ
た
。
テ
ン
ト
を
担
い
で

の
別
山
尾
根
を
皮
切
り
に
、

早
月
尾
根
、
小
窓
尾
根
、
源

治
郎
尾
根
、
北
方
稜
線
と
い

っ
た
岩
場
や
池
の
谷
、
長
治

郎
谷
、
平
蔵
谷
と
言
っ
た
雪

渓
ま
で
山
頂
に
通
じ
る
道
は

登
山
道
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
そ
の
す
べ
て
を
が
む

し
ゃ
ら
に
な
っ
て
登
り
尽
く

し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
厳
し
い

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
が
、

時
に
は
命
か
ら
が
ら
す
べ
て

単
独
行
で

制
覇
し
た

も
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
当
時
は

ま
だ
若
か

っ
た
こ
と

も
あ
り
、

怖
い
も
の

知
ら
ず
で

あ
っ
た
。

山
を
始
め

た
十
年
前

か
ら
、
今

で
も
毎
年

ど
こ
か
の

ル
ー
ト
か

ら
剣
岳
に

登
っ
て
い

る
。
登
頂

歴
も
す
で

に
二
十
回

を
越
す
ほ

ど
に
な
っ

た
。剣

岳
は
、

夏
だ
け
で

は
な
く
季

節
を
越
え

て
魅
力
に

富
ん
だ
山

で
あ
る
。

積
雪
期
に

は
最
も
得

意
な
山
ス

キ
ー
を
利

用
し
て
、

山
頂
付
近
か
ら
平
蔵
谷
や
長

治
郎
谷
な
ど
の
雪
渓
を
ス
キ

ー
で
滑
り
降
り
る
の
も
楽
し

い
し
、秋
の
見
事
な
紅
葉
は
、

多
分
、
日
本
広
し
と
言
え
剣

岳
に
勝
る
場
所
は
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
特
に
仙
人
池
や

池
ノ
平
か
ら
眺
め
る
八
峰
と

紅
葉
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
日

本
で
も
最
も
美
し
い
風
景
の

一
つ
と
し
て
多
く
の
写
真
家

が
絶
賛
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

富
山
県
立
中
央
病
院
に
勤

務
し
て
い
た
こ
ろ
、
九
階
建

て
の
病
院
の
窓
か
ら
見
え
る

そ
の
屹
立
と
し
た
圧
倒
的
な

姿
に
よ
く
仕
事
を
忘
れ
て
ボ

ー
ッ
と
眺
め
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
病
院
で
生
ま

れ
た
四
男
に
剣
（
つ
る
ぎ
）

と
い
う
名
前
を
付
け
た
の
も

ご
く
自
然
の
成
り
行
き
で
あ

っ
た
。

こ
の
四
男
が
、
昨
年
小
学

校
二
年
生
に
な
っ
た
の
で
、

夏
休
み
に
馬
場
島
か
ら
早
月

尾
根
を
た
ど
っ
て
山
頂
ま
で

連
れ
て
行
っ
た
。
標
高
差
二

千
二
百
メ
ー
ト
ル
と
、
小
二

に
し
て
は
少
し
き
つ
い
修
行

で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
お

ま
え
の
山
だ
よ
、
日
本
一
素

晴
ら
し
い
山
な
ん
だ
と
何
度

も
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
頑
張

ら
せ
た
。
下
山
途
中
、
土
砂

降
り
に
遭
う
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
に
も
め
げ
ず
、
十
一
時

間
か
け
て
日
帰
り
で
往
復
し

た
姿
に
、
よ
く
頑
張
っ
た
と

褒
め
称
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。金

沢
で
開
業
し
て
以
来
、

剣
岳
の
姿
を
間
近
に
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

は
残
念
だ
が
、
寒
さ
の
厳
し

い
冬
晴
れ
の
日
は
、
医
院
三

階
の
窓
か
ら
南
東
の
方
角
に

わ
ず
か
に
そ
の
姿
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
、
そ
ん
な
日
は

ま
た
僕
の
登
山
意
欲
が
駆
り

立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科）
【第13話】　北の俊英、剣岳 

剣岳の登山口馬場島にある「剣岳の諭」にて

池ノ平から見た剣岳の紅葉

囲 
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め
に
、
有
力
な
情
報
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
（
私
個
人
と
し
て

は
、
あ
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
は
犯
人
の
特
徴
を
実
に
よ
く

と
ら
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
）。

第
四
点
と
し
て
、
現
金
輸
送
車
か
ら
三
億
円
の
入
っ
た
ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
ケ
ー
ス
を
移
し
た
、
別
の
逃
走
車
両
の
発
見
が

遅
れ
、
事
件
後
四
カ
月
後
に
よ
う
や
く
発
見
さ
れ
た
（
犯
人

は
、
た
く
み
に
発
見
を
遅
ら
せ
る
た
め
、
団
地
の
駐
車
場
に

す
っ
ぽ
り
シ
ー
ト
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
て
発
見
を
遅
ら
せ
た
）。

以
上
主
な
四
点
を
挙
げ
て
み
た
。

（
つ
づ
く
）

三
億
円
事
件
と
言
え
ば
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年

十
二
月
十
日
朝
、
東
京
都
府
中
市
の
府
中
刑
務
所
北
側
の
路

上
で
、
偽
装
し
た
白
バ
イ
に
乗
っ
た
ニ
セ
警
察
官
が
、
日
本

信
託
銀
行
の
現
金
輸
送
車
を
止
め
、「
車
に
爆
発
物
が
仕
掛

け
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
偽
っ
て
、
車
に
積
ん
で
あ
っ
た
現

金
輸
送
車
ご
と
奪
っ
て
逃
走
し
た
事
件
で
あ
る
（
当
時
の
三

億
円
は
、
現
在
の
二
十
数
億
円
の
貨
幣
価
値
に
相
当
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
）。

あ
の
当
時
、
私
は
東
京
で
大
学
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
三

十
四
年
前
の
十
二
月
十
日
の
朝
の
こ
と
が
鮮
明
に
想
い
出
さ

れ
る
。
当
日
の
朝
は
、
前
夜
の
深
酒
が
た
た
っ
て
、
二
日
酔

い
で
、
午
前
中
の
大
学
の
講
義
を
さ
ぼ
っ
て
、
昼
近
く
ま
で

下
宿
で
寝
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
十
二
時
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ

ー
ス
を
見
て
、
事
件
の
概
要
を
知
っ
た
。
白
黒
テ
レ
ビ
で
、

事
件
現
場
を
映
し
出
す
不
鮮
明
な
画
面
を
か
ぶ
り
つ
く
よ
う

に
見
な
が
ら
、「
い
や
ー
　
す
ご
い
事
が
起
き
た
」
そ
し
て

心
の
中
で
は
、
犯
人
に
「
逃
げ
ろ
、
逃
げ
ろ
、
逃
げ
お
お
せ
」

と
つ
ぶ
や
い
た
も
の
だ
。
で
も
奪
っ
た
現
金
を
ろ
く
に
使
わ

な
い
う
ち
に
す
ぐ
捕
ま
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

事
実
、
当
時
の
事
件
の
捜
査
員
た
ち
は
、「
正
直
言
っ
て

一
週
間
で
解
決
す
る
、
長
び
い
て
も
年
を
越
す
こ
と
は
な
い
」

と
思
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
な
ぜ
犯
人
が
す
ぐ
捕
ま
る
と

思
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
遺
留
品
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
警
察
の
威
信
を
賭
け
た
、
大
捜
査
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
七
年
後
の
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
一
）
年
十
二
月
十

日
午
前
零
時
に
刑
事
時
効
が
成
立
し
た
。
犯
人
に
は
、
刑
事

時
効
が
成
立
し
て
も
、
損
害
賠
償
の
時
効
が
残
っ
て
い
る
。

損
害
賠
償
請
求
権
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
保
険
金
を
支
払
っ

た
日
本
火
災
海
上
保
険
会
社
だ
。
こ
の
民
事
時
効
も
犯
行
か

ら
二
十
年
後
の
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
十
二
月
十

日
午
前
零
時
に
、
す
べ
て
の
時
効
が
成
立
し
た
。
刑
事
時
効

直
前
に
、
警
視
庁
は
七
年
間
の
捜
査
の
軌
跡
を
公
表
し
て
い

る
。捜

査
対
象
者
は
、
十
一
万
七
千
九
百
五
十
人
、
捜
査
員
延

べ
十
七
万
千
八
百
五
人
、
寄
せ
ら
れ
た
情
報
二
万
八
千
四
十

二
件
、
総
経
費
十
億
円
に
上
っ
て
い
た
。

ま
さ
に
警
視
庁
始
ま
っ
て
以
来
の
空
前
絶
後
の
大
捜
査
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
だ
け
世
間
の
耳
目
を
集
め
、
捜
査
員
達
の
必
死
の
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
犯
人
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
か
考
察
し
た
。

ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
本
件
は
日
本
の
犯
罪
史
上
に
残
る
、

桁
外
れ
で
前
代
未
聞
の
特
異
な
事
件
で
あ
っ
た
。（
実
に
独

創
的
で
鮮
か
な
犯
行
で
あ
っ
た
。）
ち
な
み
に
本
件
を
強
盗

と
見
る
か
窃
盗
と
見
る
か
、
は
た
ま
た
詐
欺
と
見
る
か
捜
査

員
た
ち
は
首
を
ひ
ね
り
、
激
論
の
末
、
強
盗
事
件
と
し
た
。

こ
の
種
の
犯
罪
に
対
応
し
た
経
験
が
な
い
た
め
に
、
捜
査
員

た
ち
に
は
と
ま
ど
い
が
あ
り
、
結
果
的
に
犯
人
像
を
し
ぼ
り

き
れ
な
か
っ
た
。

第
二
点
と
し
て
は
、
鮮
や
か
な
犯
行
の
た
め
に
通
報
が
遅

れ
た
（
現
金
輸
送
を
行
っ
て
い
た
日
本
信
託
銀
行
の
行
員
た

ち
は
、
ニ
セ
警
官
を
勇
敢
な
警
察
官
が
町
中
で
の
爆
破
を
避

け
る
た
め
に
、
決
死
の
覚
悟
で
輸
送
車
を
移
動
さ
せ
た
と
思

い
違
い
を
し
、
感
動
す
ら
覚
え
た
と
述
懐
し
て
い
る
ほ
ど

だ
）。
そ
の
た
め
、
都
内
の
緊
急
配
備
と
検
問
が
遅
れ
た
。

第
三
点
と
し
て
、
あ
の
有
名
な
白
バ
イ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
っ
た
犯
人
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
写
真
の
信
憑
性
が
低
い
た
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歌
を
歌
う
と
き
に
よ
く
注
意

さ
れ
る
事
柄
の
一
つ
に
、
言
葉

の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
あ
る
。
こ

れ
は
歌
詞
を
意
味
あ
る
範
囲
で

区
切
っ
て
歌
う
、
あ
る
い
は
ア

ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
雨
が
降

る
」
と
い
う
歌
詞
は
「
雨
が
」

と
「
降
る
」
に
分
け
て
は
い
け

な
い
。
ま
し
て
や
「
雨
が
ふ
」

と
「
る
」
に
分
け
て
は
話
に
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
た
と
え
歌
で
あ
っ
て

も
、
言
葉
の
意
味
を
明
瞭
に
か

つ
正
確
に
聴
き
手
に
伝
え
る
こ

と
が
歌
い
手
と
し
て
の
義
務
で

あ
る
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。

歌
う
と
き
に
は
歌
詞
と
メ
ロ

デ
ィ
は
一
体
と
な
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
が
で
き
て
は
じ
め
て

歌
手
は
歌
の
な
か
に
彼
独
特
の

イ
メ
ー
ジ
を
遺
憾
な
く
作
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
加
え
「
話
す
よ
う

に
歌
う
」
と
い
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
は
さ

ら
に
ひ
ろ
が
り
、
聴
衆
の
心
に

力
強
く
語
り
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
と
、
言
う
わ

け
で
、
僕
た
ち
が
歌
を
歌
う
と

き
に
は
、
常
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
努
力
や
集
中
力
を
注
ぎ
込

む
よ
う
に
し
て
い
る
。し
か
し
、

「
雨
が
降
る
」
と
い
う
程
度
の

短
い
セ
ン
テ
ン
ス
な
ら
問
題
な

い
が
、
修
飾
語
の
多
い
歌
詞
と

な
る
と
、
ど
こ
で
切
り
、
ど
の

部
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
っ
て
く

る
か
、
と
い
う
こ
と
は
メ
ロ
デ

ィ
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
相

当
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
歌
詞

を
何
度
も
読
み
返
し
、
口
に
出

し
て
喋
り
、
意
味
を
調
べ
、
最

後
に
区
切
り
と
ア
ク
セ
ン
ト
を

決
定
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
に
し
て
一

生
懸
命
解
釈
し
た
歌
詞
を
実
際

の
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
て
歌
っ
て

み
る
と
思
っ
た
ほ
ど
し
っ
く
り

と
し
な
い
こ
と
が
多
く
て
が
っ

か
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
作

業
で
苦
し
ん
だ
お
か
げ
で
僕
は

「
に
ほ
ん
の
歌
」
に
使
わ
れ
て

い
る
美
し
い
言
葉
の
数
多
く
に

触
れ
る
機
会
を
得
た
。こ
れ
は
、

こ
と
の
ほ
か
大
き
な
収
穫
で
あ

っ
た
。
歌
詞
の
中
に
は
今
で
は

死
語
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は

今
ま
さ
に
死
に
行
こ
う
と
し
て

い
る
優
雅
で
繊
細
な
こ
と
ば
が

綺
羅
星
の
ご
と
く
光
り
輝
い
て

い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ

の
こ
と
ば
が
美
し
い
だ
け
で
は

な
い
、
そ
れ
を
繋
げ
た
歌
詞
は

夜
空
に
の
び
る
天
の
川
の
よ
う

に
暗
黒
の
世
界
を
照
ら
し
だ
し

て
い
る
で
は
な
い
か
。

思
う
に
こ
と
ば
は
、
人
類
の

歴
史
上
、
単
な
る
伝
達
手
段
の

一
種
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
や
が
て
人
類

は
生
活
必
需
用
言
語
の
ほ
か

に
、
心
の
中
に
浮
か
ん
で
く
る

喜
怒
哀
楽
や
あ
ら
ゆ
る
自
然
現

象
の
さ
さ
や
か
な
違
い
を
ど
う

し
た
ら
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

か
に
腐
心
す
る
よ
う
に
な
る
。

歳
時
記
や
俳
句
の
季
寄
せ
な
ど

を
読
む
と
、
一
つ
の
自
然
事
象

を
表
現
す
る
言
葉
の
豊
富
さ
に

驚
い
て
し
ま
う
。

似
た
よ
う
な
多
く
の
も
の
を

そ
れ
に
あ
っ
た
数
だ
け
の
種
類

に
分
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
理
解
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
理
解
す
る
た
め
に
は
対
象

に
つ
い
て
深
く
知
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
違
い
を
見
出
す
目

と
見
出
し
た
も
の
を
突
き
詰
め

る
好
奇
心
、
そ
し
て
そ
の
違
い

を
的
確
に
表
す
こ
と
ば
の
創

造
、
そ
の
よ
う
な
息
の
長
い
努

力
を
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
連
綿

と
実
行
し
続
け
て
き
た
。
対
象

事
物
を
徹
底
的
に
見
つ
め
続
け

た
偉
大
な
力
、
そ
れ
こ
そ
が
日

本
人
の
誇
る
べ
き
素
質
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
素
質
は
わ
れ

わ
れ
の
祖
先
が
自
然
と
の
共
生

を
基
盤
と
し
た
農
耕
民
族
で
あ

る
こ
と
と
、
日
本
に
美
し
い
四

季
が
存
在
し
た
こ
と
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
決
し
て
他

の
民
族
の
真
似
の
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
僕
も
年
齢
を
重

ね
た
証
拠
で
あ
ろ
う
か
、
最
近

は
「
近
ご
ろ
の
若
い
者
は
」
と

い
う
常
套
句
を
し
ば
し
ば
使
う

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
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身
近
に
い
る
若
者

た
ち
の
こ
と
ば
の

貧
弱
さ
と
会
話
の

味
気
な
さ
の
せ
い

で
あ
る
。
問
い
か

け
な
け
れ
ば
答
え

な
い
。
返
っ
て
く

る
答
え
は
ほ
と
ん

ど
一
単
語
で
あ

る
。
自
分
た
ち
の

仲
間
内
で
し
か
通

用
し
な
い
略
語
を

連
発
す
る
。
分
か

ら
な
く
な
る
と
黙

り
こ
く
っ
て
し
ま
う
。
日
常
診

療
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
る
彼

ら
と
の
貧
し
い
会
話
の
連
続
に
、

僕
の
気
持
ち
は
ど
ん
ど
ん
落
ち

込
ん
で
い
く
。
果
て
に
は
、
い

っ
た
い
こ
の
国
の
言
葉
は
ど
こ

へ
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
、

な
ど
と
考
え
こ
ん
で
し
ま
う
。

何
百
年
も
か
け
て
薫
り
高
く

洗
練
さ
れ
て
き
た
言
葉
が
、
わ

ず
か
数
十
年
の
間
に
消
え
去
ろ

う
と
し
て
い
る
。
語
り
継
ぐ
、

歌
い
継
ぐ
、
そ
れ
こ
そ
が
今
、

僕
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
使
命
で

は
な
か
ろ
う
か
。
近
ご
ろ
は
、

そ
ん
な
切
羽
詰
っ
た
気
持
ち
で

歌
う
こ
と
も
あ
る
。
ち
ょ
っ
と

寂
し
い
か
な
！

三
億
円
事
件
考
察
〈
上
〉

炭
谷
　
亮
一
（
金
沢
市
・
歯
科
）




